
 

 

― グラウンドがない時は公園まで行って、公園を走って帰ってくるだけの練習。だから条件がいいから出来

るというだけのものではないと思う。やはりそこに情熱や理念がないと ― 

TOKYO FOOTBALL MAGAZINE 第４回目のインタビューは、９１年に東京都リーグ４部に加盟し、その後関東リーグ昇

格、ＪＦＬ昇格を果たし、地域と共にＪリーグ入りという目標に向かって走り続けるＦＣ町田ゼルビアの守屋 実代表です。チ

ーム発足のきっかけ、地域とのつながり、今後のビジョンをお伺いしました。 
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Ｑ： まずは 少年 サッカーの 街と言われた 町田市 で 、ＦＣ町田 ゼルビアというチームが 発足したきっかけを 教えてくだ

さい。

「町田市が『少年サッカーの街』と言われたのは、東京の少年サッカーがまだ組織立っていない頃に町田の先生たちが中

心になって、町田市で東京少年サッカー大会を開き、少年サッカーをリードしてきたからなんです。 

今だったら東京全体のサッカー大会があるけど、当時はまだなかったんです。そして、その中からＦＣ町田という小学生チ

ームが出来ました。

 当時、全国では静岡県の清水ＦＣという市の選抜チームが活躍していました。清水市も先生たちが中心になってチーム

を作り、地域を盛り上げてきました。私たちもそれに追いつき追い越せをテーマにＦＣ町田を作り、全国大会に出場し、準優

勝、優勝してきました。 

そして、その後ＦＣ町田の卒業生を中心にジュニアユースができ、またその卒業生を中心にユースができ、最終的に行き

着くところはトップチームと。

 私は町田サッカー協会の第３代理事長をさせて頂きましたが、前任の重田理事長がすごいグローバルな考えを持ってい

て、やっぱり『サッカーの街』というには街を代表するクラブがないといけない。トップチームを持ち、そしてその下に下部組

織を持ち、ピラミッド型のクラブチームを作ろうじゃないかと呼びかけたのです。 

そうして１９８９年にＦＣ町田のトップチームが誕生しました。ただ、当時のトップチームにはＪリーグを目指すという考えはあ

りませんでした」

Ｑ： その ＦＣ町田 トップチームが Ｊリーグを 目指 すＦＣ町田 ゼルビアとなった 経緯は？

「町田市が『少年サッカーの街』として発展してきた一方で、町田市というところはベッドタウンで市の郷土意識は少なく、

自分たちの街という意識は低かった。さらに町田市では今までに３６人のＪリーガーを生み出してきたが、清水エスパルス

や浦和レッズのように受け皿となるチームがなかった。そしてもうひとつ、９１年に横浜フリューゲルスが町田市をホームタ

ウンにしたいという話しが持ち上がり、私も関与して必死でやりましたが、当時はＪリーグもバブルの時期でとても行政では

支えられなくて断念しました。 

その時に『Ｊリーグを誘致する会』というのが町田にでき、その後もＪリーグチームを町田で実現させようと、私もＦＣ東京の

前身東京ガスへ行ったり、川崎フロンターレの前身の富士通の最高幹部に会い、『町田でやりませんか？』とお誘いする

など、様々な流れを模索しました。しかし、中々実現はしませんでした。

 やっぱりこれは町田市が自前でＪリーグチームを作っていかなくてはいけない。町田にはサッカーの歴史があるし、町田

市を代表するチームを作り、もっともっと郷土意識を高めていかなくてはいけないということになりました。そしてそのチーム

はどこでやるんだという話しになり、ＦＣ町田トップチームが選ばれ、町田サッカー協会支援の下に『ＦＣ町田ゼルビア』とし

てやっていくことになりました。それがＦＣ町田ゼルビアが誕生し、Ｊリーグを目指す発端です」

Ｑ：９１年 に東京都 リーグに 加盟 し、９８年 に１部 に昇格 しました 。当時２部、３部 リーグを 戦っている 時はどんなチー

ムでしたか ？

「当初は町田市社会人の選抜チームのような形で戦っていましたが、途中からはうちのＦＣ町田ユース出身者で固めまし

た。当時の東京都リーグは企業チームばかりで、私たちのようなクラブチームは少なく、２部では多少足踏みしましたが、

チームの技術は高いし、割とすんなりと１部まで上がれました。 

ただ、サッカー協会がチームを作り、私も協会の理事長として表面上のサポートはしていましたが、現実は選手任せでし

た。具体的なサポートはあまりしてやれず、１部に上がれたのは本当に選手の力です」

Ｑ：０２年 には 理事長 の守屋 さん自身 が監督 に就任 されましたが 、どういった 経緯で 就任 されたのですか ？

「０１年に１部から２部に降格しかけたんです。それまで選手任せで選手の好きなようにやらしていたので、選手の体力が

徐々に落ちてくると当然チームもジリ貧になります。降格を覚悟していましたが、たまたま最終戦で降格を争っていたチー

ムが引き分けたことによって勝ち点１差で残留ができました。

 ただ、残留は出来たものの来年は間違いなく降格するぞということで、本当にやるのかやらないのかということを協会で

何度も話し合いました。監督も今まで何人かお願いしたことはありましたが、選手主導でやっているチームなので途中でや

めてしまい、その時はやる人もいなかったんです。なかなかいい案が浮かばず、そうかといってチームを潰すわけにもいか

ず、最終的には私が協会で理事長はしていましたが、どこかのチームを見ているというのがなかったので引き受けました」

Ｑ：小 学校の教員をされている 守屋 さんが 監督 に就任 された 時、社 会人の選手 たちにどんなことを 伝えましたか ？

「まず、目標、理念をしっかり持つこと。いかに自分たちのチームを愛し、目標の為に全力を出せるか。そして、やるからに

は全国を目指そうと言いました。そしてもうひとつ、小さなことを大切にしようと言いました。時間を守るとかそういったことは

小学校の教室でも、社会人のグラウンドでも同じです。

 ただ、実際に私が引き受けた時はひどい状態でした。０２年は日本でＷカップが開催されていて、Ｗカップの試合がある

時はほとんど練習に人は集まりませんでした。練習に行ってもコーチと私の二人の時もありました。今、トップチームのコー

チをしている丸山がその時は中心でやっていましたが、彼は絶対にさぼらないので、彼と２人とか３人とかで、選手が来る

のを待っていることがよくありましたね。ただ、その年は降格の危機は脱して７位の成績でした」

Ｑ：０４年 それまで １部 リーグで 中位 だったチームが ３位 に躍進 し、翌年 にはリーグ 優勝 しました 。チームが 一気に

躍進 したきっかけを 教えてください 。

「ゼルビアというチームは町田サッカー協会が作り、チームを強化していました。私も協会の理事長をしながらゼルビアの

監督をしていました。ただ、町田サッカー協会自体は自分たちがサッカーをしたくて集まっている組織です。そういった組織

が今後プロを目指しているチームの受け皿として応援していくのは難しく、限界があると感じました。それはやっぱり、皆さ

んから集めた協会のお金の一部をゼルビアに回さなくてはいけないわけだから。資金を流したり指導者を雇用したりすると

いうことは任意団体であり、且つ目的が違う協会では出来ません。

 そこで０３年に組織的な受け皿としてＮＰＯ法人を作り、そこにトップチームだけを移管し強化しようと『ＮＰＯ法人 アスレ

チッククラブ町田』を設立しました。それがチームが変わった大きなきっかけです。そして０４年、竹中というプロでやってい

た人間にプロのノウハウをしっかりとチームに植え付けてもらう為に、初めてＮＰＯ法人の職員として採用しました」

Ｑ：竹中 さんがチームに 加入 したきっかけは ？

「町田では町田出身のプロ選手を集めて試合をするサッカーフェスティバルというのをずっとやっています。彼も町田出身

で海外でプロとしてやり、日本に戻ってきてからは横浜ＦＣでやっていてたので、フェスティバルにはずっと呼んでいまし

た。だから彼の人柄や経歴はその時から知っていました。私も彼と話しをする時は一人の教員として接するので、この人

間は苦境に強いし、そして熱いというのがわかっていました。そして今のうちのチームにピッタリということで、彼が横浜ＦＣ

を解雇された情報を聞いた時に真っ先に声をかけました。

 ただ、練習場はデコボコだし、狭いし、暗い。選手のレベルも上を目指すには貧弱。そういった状況を見て彼もなかなか

首を縦には振ってくれませんでした。それでも、『とにかくお前しかいないから』と頼んで、ようやく彼も決断してくれました。

彼は決してエリートではないし、苦労した人間。元Ｊリーガーという変なプライドもありませんでしたし、それからは目的のた

めに全力で取り組んでくれました」

Ｑ：東京都１部 リーグの 時は週に何回、何人 くらいで 練習 をしていたのですか ？

「最初は週２回の練習でしたが、竹中が来てから週４回に増やしました。その時にある程度ふるいが掛けられ、そんなにや

るなら俺はいいよって言う人間は辞めていき、それでもやるという人間だけが残りました。練習に参加していた人数は２５

人くらいです。

 ただ、ゼルビアがやってきた練習なんて再現したら大変だけど、グラウンドがない時は公園まで行って、公園を走って帰

ってくるだけの練習。だから条件がいいから出来るというだけのものではないと思います。やはりそこに情熱や理念がない

と出来ないと思います」

Ｑ： その 後、 ゼルビアは 順当に関東リーグに 昇格 し、関東２部 でも 優勝、１部 でも 圧倒的 な 強さで 優勝 しています 。

戦力面 の強化、選手補 強はどのように 行っていったのですか ？

「選手補強にお金は掛けられません。そこでＪリーグでプレーしていて、辞めて大学に戻る人間が結構いたので、彼らに的

を絞りました。元ヴァンフォーレ甲府の津田和樹や元湘南ベルマーレの杉本圭。元清水エスパルスの谷川烈も解雇されて

法政大学に行くという話しを聞き、沼津まで会いに行って口説きました。とにかくお金をかけずに実績のある人間を連れて

こようとやりました」

Ｑ： 戦力面 が充実する 一方、上 のリーグに 上がれば 上がる 程、金 銭面を充実することも 必要 になってくると 思いま

す。関東リーグ １部、２部 の年間 のチーム 予算 はいくらくらい 必要 ですか ？

「関東１部も２部もあまり変わりません。チーム強化費が約１ ,０００万、運営費が約６ ,０００万です」

Ｑ： ゼルビアではどうやってそのチーム 運営費を賄っていたのですか ？

「スポンサー、スクールそしてクラブ会員です。関東リーグの時は１,０００人くらいの方に会員になっていただいて、今は２,

６４４名までになりました。ただ、その時はなんとか乗り切りましたが、実際にはチームのスタッフが持ち出したりしていまし

た」

Ｑ： スクール 事業 はいつぐらいから 始めていたのですか ？

「スクールは東京都リーグの頃から竹中が中心で始めました。最初はもちろんゼロからのスタートで、チームが勝ち上がっ

ていくと共にスクール生も増え、関東リーグの時は２００人くらい。今では４５０人を超えるくらいになっています」

Ｑ： 関東リーグの 時からプロ 契約 を採り入れましたが 、その 理由 を教えていただけますか ？

「０７年に関東１部で優勝して、ＪＦＬ昇格をかけた全国地域リーグ決勝大会に挑戦しましたが、勝ち残れませんでした。そ

して、次の年こそ本当の勝負ということで、戸塚監督をプロとして招き、プロ選手も採り入れました」

Ｑ： それ 以外 の選手 はどのような 仕事 をしていますか ？

「うちの職員としてスクールの指導者をやってもらったり、スポンサーのところで仕事をさせてもらったりしています」

Ｑ：ＪＦＬ に昇格 した 現在、 プロ契約選手 は何名 ですか ？

「今現在のプロ選手は３名です」

Ｑ：守屋 さんは 町田市 という 街についてどのような 考え・ 印象 をお持ちですか ？

「僕は根っからの町田市民ですので、ずっと町田というのを背負ってやってきました。ただ、ほとんどは新住民でベッドタウ

ンと言われたり、西の歌舞伎町と言われたり町田にいいイメージはなかったです。だからこそスポーツを通じて街づくりをし

て、今の子供たちにとっての故郷を町田に作ろうという意識でやっています」

Ｑ： ゼルビアが 地域 や市民 の方と直接 ふれ 合う 機会を持つようになったのはいつぐらいからですか ？

「試合が終った後の『ふれあいサッカー』や地域行事への参加、小学校を回りサッカー教室を開いたりということは東京都

リーグの頃から始めていました。その後も養護学校や施設の子供たちとのスポーツ交流、校庭の芝生化に協力、アンチエ

イジングサッカー教室など様々な取り組みをしてきました。

 私の小学校では道徳の授業に竹中に社会人講師として参加してもらい、すごく好評でした。今の子供たちはなかなか夢

を描けないんです。バーチャルな世界で生きていて。そんな子供たちに自分たちの地域の夢をかなえた人が話すことは、

すごくリアリティーがあります。今、『子供たちに夢を』って言っているのは、身近なところから夢を感じてほしいからなんで

す」

Ｑ： サッカーチームと 地域 のつながりについてはどのようにお 考えですか ？

「小学校を回ったり地域行事への参加など、選手たちが労を惜しまずにやってくれることは地域貢献にもなるし、地域の方

が自分たちを応援してくれるという大きなメリットにもなります。僕はそういったことがこのチームの大きな特徴だと思いま

す。チームが単に強くなればいいとは思いません。

 僕は正直Ｊリーグが発足した頃はちょっと違うんじゃないかと感じていました。あの頃のＪリーグのクラブは黙ってても人

気があって、本当にスターで近寄り難い存在でした。私もサッカーフェスティバルをやったことで、始末書を書いたこともあ

りました。 

  本当はもっともっと地域に密着し、地域の誇りとなって財産にならないといけないはずです。地域の人たちがこのチーム

は俺たちのチームなんだってことを本当に思わないと、バブルで終ってしまいます。だから自分たちも地域の人たちに『ゼ

ルビアがあってよかったな』って思ってもらえるチームにしていかないとダメなんです。強ければパッと人気が出るかもしれ

ないけど、やっぱり弱くなれば応援してもらえないわけだし。

 浦和レッズがＪ２に降格しても、ずっと応援してもらえたのはやっぱり『俺たちのチームなんだ』っていう強い気持ちがあっ

たからだと思います。だからゼルビアもこれからもっともっと地域の方とつながりを持ち、地域貢献をして、このチームがあ

ることがこの地域の宝、財産になると思ってもらえるようにやっていきたいと思います」

Ｑ：地域貢 献で 市民 の方が応援してくれるようになったことで 、行政 も動き 出したと 思います 。町田市 は具体的 にど

のようなことをしてくれていますか ？

「行政には東京都リーグや関東リーグの頃から本当に何度も足を運びましたが、具体的な応援はなかなかしてもらえませ

んでした。たぶん今地域でやっている東京のチームの方も、簡単には行政は動いてくれないと思います。それはやっぱり

地域にたくさんチームがある中で、一つのチームだけを応援したり、税金を使うということは相当難しいからです。

 ただ、チームが上のリーグに上がっていき、地域貢献活動などをすることによって、まずメディアに取り上げられます。そ

ういうことで、自然に行政にも活動内容が入っていくし、少しずつ信頼が出てきて、見る目が変わってきます。だからメディ

アとの上手な関係を作っていかなくてはいけないし、メディアの方にも育ててもらわなくてはいけないと思います。ゼルビア

の場合は東京都リーグの頃から応援して取り上げてくれるタウン誌もありましたし、Ｊ：ＣＯＭも東京都リーグの頃から応援

してもらって、今ではゼルビアの番組もあり、且つオンデマンドでいつでもゼルビアのホームゲームが見れます。やっぱり、

私たちの頑張りを上手にメディアが伝えてくださって、それをまた行政が街づくりのイメージアップに利用する。その辺のつ

ながりは大きいです。自分たちだけでやっていくのは難しいと思います。

 具体的な支援は東京都リーグから関東リーグに上がって、初めて町田市立陸上競技場を使えるようになりましたし、更

にＪＦＬに上がったことでホームゲームのほとんどを町田市立陸上競技場で出来るようになりました。また、Ｊリーグ準加盟

申請のことでスタジアム改修工事に行政で１０億円以上かけて取り組んでもらえることも決まり、町田駅に横断幕を掲げて

いただいたりと、随分と応援していただけるようになりました。町田市のほうでも都市ブランド作りの一つとして、ゼルビアを

使っていこうという流れが出てきたんですね」

Ｑ：新 しいスタジアムが 完成 することによって 、町田市 に与える 経済効 果はどのくらいあるとお 考えですか ？

「町田市は商業都市でやっていますので、スタジアムにたくさんの人が足を運んでくれれば、それだけ地元に経済効果をも

たらしますし、今は、商店連合会と提携して『すき・まちポイントカード』というのを作って、町田を盛り上げていこうとやって

います。それ以外にも地元の商店に町田市立陸上競技場でお店をだして頂いたり、酒販組合とタイアップしたりと様々な取

り組みをしています。

 しかし、最終的には駅近スタジアムを考えています。それは市のビジョンの中にもあります。やっぱり、町田駅の近くにサ

ッカー専用スタジアムで、且つ複合型のスポーツ施設を作り、その中に色々なお店が入り、商業の街のシンボルという形

でたくさんのお客さんに来てもらう。それが最終的な目標です。

 私が前任の重田理事長に教えられたのはスポーツは文化ということです。文化を伝えるには本質的な楽しさを次の世代

に伝え、長いスパンで考えるということです。私たちはサッカーを中心にそれ以外のスポーツも年齢問わず楽しめるような

総合スポーツクラブにしたい。

 今はアンチエイジングサッカー教室などをやっていますが、それをもっと色々なスポーツに広げ、最終的には町田のスポ

ーツの輪というものをゼルビア中心に作っていきたいと考えています。ゼルビアが先頭を切りながら、そのことで街の環境

整備が進み、そこでサッカーだけでなく様々なスポーツが楽しめる。野球やソフトボール、テニスなども楽しみというのはみ

んな同じですから。それが、街づくりということでもあり社会貢献でもあり、経済効果にもなると考えています」

Ｑ：少 し東京都社 会人リーグについてお 伺いしたいのですが 。もっとこうすればリーグが 活性化 されるというような

考えはお 持ちですか ？

「まずは環境面の整備ですね。昨日、東京都サッカー協会に行って話しをしてきましたが、高校とかでサッカーをやってい

たのに、社会人になったらやらなくる人が増えているということでした。チーム登録をしないで、自分たちの好きな時に集ま

って、好きでやるというのが増えているそうです。３部や４部とかを見ていると、運営を自分たちでやっていて、苦労をたくさ

んしています。

 １部になればだいぶ良くなりますが、下のリーグはなかなか草サッカーから抜け出せない。グラウンドさえあれば年間ス

ケジュールをきっちり立てられ、運営も楽になると思うんです。今は運営する人だけに色々なことが任されていて、選手は

たくさんいても運営面の面倒を見る人がいなければリーグに参加するのは難しいんです。

 もっと運営を上手にできるような受け入れ態勢を作ってあげて、気軽にという訳ではありませんがもっと参加しやすいよう

な環境整備をしていかないと、活性化は難しいし、チームがどんどん減っていくと思います。もう少し環境整備をして社会人

が楽しめる環境を作らなくてはいけません」

Ｑ：具体的 な 行動 は何からやればいいですか ？

「そこはひとつのチームの動きでは難しくて、やっぱり地域の力で取り組むことです。地域のサッカーが組織化されること。

町田市のサッカー協会がまとまっているのは、すべてのカテゴリーが一つのサッカー協会に入っているからです。地域によ

っては少年は少年。社会人は社会人とまとまりがないところもあります。だから地域がサッカーを愛好し、組織化し、その組

織の力で行政に訴えかけていかなくてはいけません。

 そしてもう一つは底辺を拡大すること。やっぱり、小学生があるから社会人があるんです。普及活動をしっかりやれば、

将来はその子たちがトップチームに来るだろうし、応援にも来てくれます。絶対に底辺を忘れてはいけません。

 ゼルビアは底辺拡大の為に常に『ふれあいサッカー』をやり、そこで楽しかったなって思ってもらって、そして俺もサッカー

やろうと思ってもらいます。非常に地道だと思いますが、そういう子を増やしていかないといけません。ただチームを作っ

て、行政にグラウンドを作ってとお願いしても作ってくれません。でも、少年サッカーがすごい人口になって、しっかりした組

織も出来て、そして何万人の署名を集めて持って行けば行政も動けるんです。やっぱりチーム組織の力。まとめられる人

がいないとダメだと思います。

 これからＪを目指そうとするチームもやっぱり地元の少年の普及にも力を貸してほしいし、そして地域の中で、地域をまと

める力にもなってほしい。そいうものがないと、上を目指しても、結局応援もつかないし、組織的な力にならないと思いま

す。だから、行き着くところは『サッカーを普及して、たくさんの人にサッカーを愛してもらうこと』なのかなと思います」

Ｑ： さて 、ゼルビアは 昨年 の地域決勝大 会で 見事優勝 を飾り、ついに ＪＦＬ昇格 を果たしました 。そして Ｊリーグ 準加

盟申請 も承認 されました 。Ｊ リーグ 昇格 までの 残りの 課題 を教えてください 。

「スタジアム改修の問題など、ある程度、前進していることもありますが、やっぱり課題は山積みです。ＪＦＬ４位以内もそう

ですし、何よりお客さんにもっともっと来て頂かないといけないし、努力もしていかなくてはいけない。やっぱり本当のプロを

目指すには、大勢の観客が集まり、観客のお金でチーム運営ができていないとダメだと思います。もちろんスポンサーを

増やす努力も当然しなくてはいけないことですけど。やっぱり自分たちが魅力的なサッカーをして、『あそこのチームならも

う一回見に行きたい』というサッカーをしないと。それにはまだまだ正直うちのサッカーでは物足りなくて、試合の内容もも

っと良くしていかなくてはいけない。

 しかし、そのためにはもっともっと良い環境を選手に与えてあげなくてはいけません。選手は仕事しながら夜に６キロ走を

やって、翌日の朝にまた練習です。そんな生活をしているので、相当負担が掛かっています。だから選手に本当にプロとし

てやっていけるような環境を整えてあげるというのも大きな課題です。

 それからお客さんがただサッカー観戦に来るだけでなく、あそこに行ったら面白いぞと思ってもらえる空間を作ること。今

も色々お祭り的なことをやっていますが、サッカー以外でもお客さんに満足して帰ってもらうことです。 

 あと大きな課題は経営面ですね。今、Ｊリーグ昇格基準の年間収入１億５千万円をクリアするのに四苦八苦しています

が、Ｊ２に上がれば５億、６億のお金がかかります。これはすごい課題で、行政もさすがにそこまではやってくれません。こ

こは本当になんとしてもやっていかなくてはいけない課題です」

Ｑ： それでは 最後 に、ＦＣ町田 ゼルビアというチームの 今後 の目標 ・ 未来のビジョンを 教えてください 。

「今後の目標はＪ１に上がることです。ただ、目標はＪ１に上がることですが、最終的には町田市、あるいはこの地域全体

の活性化や子供たちに夢を与え、そして生涯スポーツを楽しめるような環境を作っていくということが私たちのビジョンで

す。それはＪ１だろうとＪ２だろうとぶれることはありません」

  －本日はお忙しい中、インタビューにご協力頂きありがとうございました。

※８月６日に２代目理事長の重田氏がお亡くなりになられました 。取材は8月1日に行いましたので文中ではそのままにさせていただきまし
た。ご冥福をお祈りいたします。

  

[プロフィール ] 守屋 実（モリヤ ミノル）  
73年 大学卒業後相模原市役所に勤務し、サッカー少年団「小山FC」設立。指導者となる。 
その後、小山FCの中学部、町田市内の中学生選抜チームを設立。 
85年にはFC町田ジュニアユースを正式発足させ代表兼監督就任。このチームからJリーガー10数名が育
つ。  
93年 町田サッカー協会理事長に就任 
02年 FC町田ゼルビア代表兼監督就任 
03年 NPO法人アスレチック町田理事長就任 
04年 町田サッカー協会専務理事就任 現在は町田サッカー協会顧問 

現在は町田市立小山田小学校の教諭を務めつつ、町田にプロサッカーチームを中心にした地域総合型の
スポーツクラブを作る活動を続けている。 

  

[クラブプロフィール ]
FC町田ゼルビア 
所属：日本フットボールリーグ（JFL） 
URL：http://zelvia.jp/ 
チームは1989年に設立し、東京都リーグ、関東リーグを経て、2008年に日本フットボールリーグ(JFL)へ昇格。2009年
2月にはJリーグ準加盟申請が承認され、今季JFLで4位以上などJリーグ入会条件を満たせば、2010年からのJリーグ
入りが実現する。 
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― グラウンドがない時は公園まで行って、公園を走って帰ってくるだけの練習。だから条件がいいから出来

るというだけのものではないと思う。やはりそこに情熱や理念がないと ― 

TOKYO FOOTBALL MAGAZINE 第４回目のインタビューは、９１年に東京都リーグ４部に加盟し、その後関東リーグ昇

格、ＪＦＬ昇格を果たし、地域と共にＪリーグ入りという目標に向かって走り続けるＦＣ町田ゼルビアの守屋 実代表です。チ

ーム発足のきっかけ、地域とのつながり、今後のビジョンをお伺いしました。 
※インタビューは2009年8月1日に行いました。  

 

 

Ｑ： まずは 少年 サッカーの 街と言われた 町田市 で 、ＦＣ町田 ゼルビアというチームが 発足したきっかけを 教えてくだ

さい。

「町田市が『少年サッカーの街』と言われたのは、東京の少年サッカーがまだ組織立っていない頃に町田の先生たちが中

心になって、町田市で東京少年サッカー大会を開き、少年サッカーをリードしてきたからなんです。 

今だったら東京全体のサッカー大会があるけど、当時はまだなかったんです。そして、その中からＦＣ町田という小学生チ

ームが出来ました。

 当時、全国では静岡県の清水ＦＣという市の選抜チームが活躍していました。清水市も先生たちが中心になってチーム

を作り、地域を盛り上げてきました。私たちもそれに追いつき追い越せをテーマにＦＣ町田を作り、全国大会に出場し、準優

勝、優勝してきました。 

そして、その後ＦＣ町田の卒業生を中心にジュニアユースができ、またその卒業生を中心にユースができ、最終的に行き

着くところはトップチームと。

 私は町田サッカー協会の第３代理事長をさせて頂きましたが、前任の重田理事長がすごいグローバルな考えを持ってい

て、やっぱり『サッカーの街』というには街を代表するクラブがないといけない。トップチームを持ち、そしてその下に下部組

織を持ち、ピラミッド型のクラブチームを作ろうじゃないかと呼びかけたのです。 

そうして１９８９年にＦＣ町田のトップチームが誕生しました。ただ、当時のトップチームにはＪリーグを目指すという考えはあ

りませんでした」

Ｑ： その ＦＣ町田 トップチームが Ｊリーグを 目指 すＦＣ町田 ゼルビアとなった 経緯は？

「町田市が『少年サッカーの街』として発展してきた一方で、町田市というところはベッドタウンで市の郷土意識は少なく、

自分たちの街という意識は低かった。さらに町田市では今までに３６人のＪリーガーを生み出してきたが、清水エスパルス

や浦和レッズのように受け皿となるチームがなかった。そしてもうひとつ、９１年に横浜フリューゲルスが町田市をホームタ

ウンにしたいという話しが持ち上がり、私も関与して必死でやりましたが、当時はＪリーグもバブルの時期でとても行政では

支えられなくて断念しました。 

その時に『Ｊリーグを誘致する会』というのが町田にでき、その後もＪリーグチームを町田で実現させようと、私もＦＣ東京の

前身東京ガスへ行ったり、川崎フロンターレの前身の富士通の最高幹部に会い、『町田でやりませんか？』とお誘いする

など、様々な流れを模索しました。しかし、中々実現はしませんでした。

 やっぱりこれは町田市が自前でＪリーグチームを作っていかなくてはいけない。町田にはサッカーの歴史があるし、町田

市を代表するチームを作り、もっともっと郷土意識を高めていかなくてはいけないということになりました。そしてそのチーム

はどこでやるんだという話しになり、ＦＣ町田トップチームが選ばれ、町田サッカー協会支援の下に『ＦＣ町田ゼルビア』とし

てやっていくことになりました。それがＦＣ町田ゼルビアが誕生し、Ｊリーグを目指す発端です」

Ｑ：９１年 に東京都 リーグに 加盟 し、９８年 に１部 に昇格 しました 。当時２部、３部 リーグを 戦っている 時はどんなチー

ムでしたか ？

「当初は町田市社会人の選抜チームのような形で戦っていましたが、途中からはうちのＦＣ町田ユース出身者で固めまし

た。当時の東京都リーグは企業チームばかりで、私たちのようなクラブチームは少なく、２部では多少足踏みしましたが、

チームの技術は高いし、割とすんなりと１部まで上がれました。 

ただ、サッカー協会がチームを作り、私も協会の理事長として表面上のサポートはしていましたが、現実は選手任せでし

た。具体的なサポートはあまりしてやれず、１部に上がれたのは本当に選手の力です」

Ｑ：０２年 には 理事長 の守屋 さん自身 が監督 に就任 されましたが 、どういった 経緯で 就任 されたのですか ？

「０１年に１部から２部に降格しかけたんです。それまで選手任せで選手の好きなようにやらしていたので、選手の体力が

徐々に落ちてくると当然チームもジリ貧になります。降格を覚悟していましたが、たまたま最終戦で降格を争っていたチー

ムが引き分けたことによって勝ち点１差で残留ができました。

 ただ、残留は出来たものの来年は間違いなく降格するぞということで、本当にやるのかやらないのかということを協会で

何度も話し合いました。監督も今まで何人かお願いしたことはありましたが、選手主導でやっているチームなので途中でや

めてしまい、その時はやる人もいなかったんです。なかなかいい案が浮かばず、そうかといってチームを潰すわけにもいか

ず、最終的には私が協会で理事長はしていましたが、どこかのチームを見ているというのがなかったので引き受けました」

Ｑ：小 学校の教員をされている 守屋 さんが 監督 に就任 された 時、社 会人の選手 たちにどんなことを 伝えましたか ？

「まず、目標、理念をしっかり持つこと。いかに自分たちのチームを愛し、目標の為に全力を出せるか。そして、やるからに

は全国を目指そうと言いました。そしてもうひとつ、小さなことを大切にしようと言いました。時間を守るとかそういったことは

小学校の教室でも、社会人のグラウンドでも同じです。

 ただ、実際に私が引き受けた時はひどい状態でした。０２年は日本でＷカップが開催されていて、Ｗカップの試合がある

時はほとんど練習に人は集まりませんでした。練習に行ってもコーチと私の二人の時もありました。今、トップチームのコー

チをしている丸山がその時は中心でやっていましたが、彼は絶対にさぼらないので、彼と２人とか３人とかで、選手が来る

のを待っていることがよくありましたね。ただ、その年は降格の危機は脱して７位の成績でした」

Ｑ：０４年 それまで １部 リーグで 中位 だったチームが ３位 に躍進 し、翌年 にはリーグ 優勝 しました 。チームが 一気に

躍進 したきっかけを 教えてください 。

「ゼルビアというチームは町田サッカー協会が作り、チームを強化していました。私も協会の理事長をしながらゼルビアの

監督をしていました。ただ、町田サッカー協会自体は自分たちがサッカーをしたくて集まっている組織です。そういった組織

が今後プロを目指しているチームの受け皿として応援していくのは難しく、限界があると感じました。それはやっぱり、皆さ

んから集めた協会のお金の一部をゼルビアに回さなくてはいけないわけだから。資金を流したり指導者を雇用したりすると

いうことは任意団体であり、且つ目的が違う協会では出来ません。

 そこで０３年に組織的な受け皿としてＮＰＯ法人を作り、そこにトップチームだけを移管し強化しようと『ＮＰＯ法人 アスレ

チッククラブ町田』を設立しました。それがチームが変わった大きなきっかけです。そして０４年、竹中というプロでやってい

た人間にプロのノウハウをしっかりとチームに植え付けてもらう為に、初めてＮＰＯ法人の職員として採用しました」

Ｑ：竹中 さんがチームに 加入 したきっかけは ？

「町田では町田出身のプロ選手を集めて試合をするサッカーフェスティバルというのをずっとやっています。彼も町田出身

で海外でプロとしてやり、日本に戻ってきてからは横浜ＦＣでやっていてたので、フェスティバルにはずっと呼んでいまし

た。だから彼の人柄や経歴はその時から知っていました。私も彼と話しをする時は一人の教員として接するので、この人

間は苦境に強いし、そして熱いというのがわかっていました。そして今のうちのチームにピッタリということで、彼が横浜ＦＣ

を解雇された情報を聞いた時に真っ先に声をかけました。

 ただ、練習場はデコボコだし、狭いし、暗い。選手のレベルも上を目指すには貧弱。そういった状況を見て彼もなかなか

首を縦には振ってくれませんでした。それでも、『とにかくお前しかいないから』と頼んで、ようやく彼も決断してくれました。

彼は決してエリートではないし、苦労した人間。元Ｊリーガーという変なプライドもありませんでしたし、それからは目的のた

めに全力で取り組んでくれました」

Ｑ：東京都１部 リーグの 時は週に何回、何人 くらいで 練習 をしていたのですか ？

「最初は週２回の練習でしたが、竹中が来てから週４回に増やしました。その時にある程度ふるいが掛けられ、そんなにや

るなら俺はいいよって言う人間は辞めていき、それでもやるという人間だけが残りました。練習に参加していた人数は２５

人くらいです。

 ただ、ゼルビアがやってきた練習なんて再現したら大変だけど、グラウンドがない時は公園まで行って、公園を走って帰

ってくるだけの練習。だから条件がいいから出来るというだけのものではないと思います。やはりそこに情熱や理念がない

と出来ないと思います」

Ｑ： その 後、 ゼルビアは 順当に関東リーグに 昇格 し、関東２部 でも 優勝、１部 でも 圧倒的 な 強さで 優勝 しています 。

戦力面 の強化、選手補 強はどのように 行っていったのですか ？

「選手補強にお金は掛けられません。そこでＪリーグでプレーしていて、辞めて大学に戻る人間が結構いたので、彼らに的

を絞りました。元ヴァンフォーレ甲府の津田和樹や元湘南ベルマーレの杉本圭。元清水エスパルスの谷川烈も解雇されて

法政大学に行くという話しを聞き、沼津まで会いに行って口説きました。とにかくお金をかけずに実績のある人間を連れて

こようとやりました」

Ｑ： 戦力面 が充実する 一方、上 のリーグに 上がれば 上がる 程、金 銭面を充実することも 必要 になってくると 思いま

す。関東リーグ １部、２部 の年間 のチーム 予算 はいくらくらい 必要 ですか ？

「関東１部も２部もあまり変わりません。チーム強化費が約１ ,０００万、運営費が約６ ,０００万です」

Ｑ： ゼルビアではどうやってそのチーム 運営費を賄っていたのですか ？

「スポンサー、スクールそしてクラブ会員です。関東リーグの時は１,０００人くらいの方に会員になっていただいて、今は２,

６４４名までになりました。ただ、その時はなんとか乗り切りましたが、実際にはチームのスタッフが持ち出したりしていまし

た」

Ｑ： スクール 事業 はいつぐらいから 始めていたのですか ？

「スクールは東京都リーグの頃から竹中が中心で始めました。最初はもちろんゼロからのスタートで、チームが勝ち上がっ

ていくと共にスクール生も増え、関東リーグの時は２００人くらい。今では４５０人を超えるくらいになっています」

Ｑ： 関東リーグの 時からプロ 契約 を採り入れましたが 、その 理由 を教えていただけますか ？

「０７年に関東１部で優勝して、ＪＦＬ昇格をかけた全国地域リーグ決勝大会に挑戦しましたが、勝ち残れませんでした。そ

して、次の年こそ本当の勝負ということで、戸塚監督をプロとして招き、プロ選手も採り入れました」

Ｑ： それ 以外 の選手 はどのような 仕事 をしていますか ？

「うちの職員としてスクールの指導者をやってもらったり、スポンサーのところで仕事をさせてもらったりしています」

Ｑ：ＪＦＬ に昇格 した 現在、 プロ契約選手 は何名 ですか ？

「今現在のプロ選手は３名です」

Ｑ：守屋 さんは 町田市 という 街についてどのような 考え・ 印象 をお持ちですか ？

「僕は根っからの町田市民ですので、ずっと町田というのを背負ってやってきました。ただ、ほとんどは新住民でベッドタウ

ンと言われたり、西の歌舞伎町と言われたり町田にいいイメージはなかったです。だからこそスポーツを通じて街づくりをし

て、今の子供たちにとっての故郷を町田に作ろうという意識でやっています」

Ｑ： ゼルビアが 地域 や市民 の方と直接 ふれ 合う 機会を持つようになったのはいつぐらいからですか ？

「試合が終った後の『ふれあいサッカー』や地域行事への参加、小学校を回りサッカー教室を開いたりということは東京都

リーグの頃から始めていました。その後も養護学校や施設の子供たちとのスポーツ交流、校庭の芝生化に協力、アンチエ

イジングサッカー教室など様々な取り組みをしてきました。

 私の小学校では道徳の授業に竹中に社会人講師として参加してもらい、すごく好評でした。今の子供たちはなかなか夢

を描けないんです。バーチャルな世界で生きていて。そんな子供たちに自分たちの地域の夢をかなえた人が話すことは、

すごくリアリティーがあります。今、『子供たちに夢を』って言っているのは、身近なところから夢を感じてほしいからなんで

す」

Ｑ： サッカーチームと 地域 のつながりについてはどのようにお 考えですか ？

「小学校を回ったり地域行事への参加など、選手たちが労を惜しまずにやってくれることは地域貢献にもなるし、地域の方

が自分たちを応援してくれるという大きなメリットにもなります。僕はそういったことがこのチームの大きな特徴だと思いま

す。チームが単に強くなればいいとは思いません。

 僕は正直Ｊリーグが発足した頃はちょっと違うんじゃないかと感じていました。あの頃のＪリーグのクラブは黙ってても人

気があって、本当にスターで近寄り難い存在でした。私もサッカーフェスティバルをやったことで、始末書を書いたこともあ

りました。 

  本当はもっともっと地域に密着し、地域の誇りとなって財産にならないといけないはずです。地域の人たちがこのチーム

は俺たちのチームなんだってことを本当に思わないと、バブルで終ってしまいます。だから自分たちも地域の人たちに『ゼ

ルビアがあってよかったな』って思ってもらえるチームにしていかないとダメなんです。強ければパッと人気が出るかもしれ

ないけど、やっぱり弱くなれば応援してもらえないわけだし。

 浦和レッズがＪ２に降格しても、ずっと応援してもらえたのはやっぱり『俺たちのチームなんだ』っていう強い気持ちがあっ

たからだと思います。だからゼルビアもこれからもっともっと地域の方とつながりを持ち、地域貢献をして、このチームがあ

ることがこの地域の宝、財産になると思ってもらえるようにやっていきたいと思います」

Ｑ：地域貢 献で 市民 の方が応援してくれるようになったことで 、行政 も動き 出したと 思います 。町田市 は具体的 にど

のようなことをしてくれていますか ？

「行政には東京都リーグや関東リーグの頃から本当に何度も足を運びましたが、具体的な応援はなかなかしてもらえませ

んでした。たぶん今地域でやっている東京のチームの方も、簡単には行政は動いてくれないと思います。それはやっぱり

地域にたくさんチームがある中で、一つのチームだけを応援したり、税金を使うということは相当難しいからです。

 ただ、チームが上のリーグに上がっていき、地域貢献活動などをすることによって、まずメディアに取り上げられます。そ

ういうことで、自然に行政にも活動内容が入っていくし、少しずつ信頼が出てきて、見る目が変わってきます。だからメディ

アとの上手な関係を作っていかなくてはいけないし、メディアの方にも育ててもらわなくてはいけないと思います。ゼルビア

の場合は東京都リーグの頃から応援して取り上げてくれるタウン誌もありましたし、Ｊ：ＣＯＭも東京都リーグの頃から応援

してもらって、今ではゼルビアの番組もあり、且つオンデマンドでいつでもゼルビアのホームゲームが見れます。やっぱり、

私たちの頑張りを上手にメディアが伝えてくださって、それをまた行政が街づくりのイメージアップに利用する。その辺のつ

ながりは大きいです。自分たちだけでやっていくのは難しいと思います。

 具体的な支援は東京都リーグから関東リーグに上がって、初めて町田市立陸上競技場を使えるようになりましたし、更

にＪＦＬに上がったことでホームゲームのほとんどを町田市立陸上競技場で出来るようになりました。また、Ｊリーグ準加盟

申請のことでスタジアム改修工事に行政で１０億円以上かけて取り組んでもらえることも決まり、町田駅に横断幕を掲げて

いただいたりと、随分と応援していただけるようになりました。町田市のほうでも都市ブランド作りの一つとして、ゼルビアを

使っていこうという流れが出てきたんですね」

Ｑ：新 しいスタジアムが 完成 することによって 、町田市 に与える 経済効 果はどのくらいあるとお 考えですか ？

「町田市は商業都市でやっていますので、スタジアムにたくさんの人が足を運んでくれれば、それだけ地元に経済効果をも

たらしますし、今は、商店連合会と提携して『すき・まちポイントカード』というのを作って、町田を盛り上げていこうとやって

います。それ以外にも地元の商店に町田市立陸上競技場でお店をだして頂いたり、酒販組合とタイアップしたりと様々な取

り組みをしています。

 しかし、最終的には駅近スタジアムを考えています。それは市のビジョンの中にもあります。やっぱり、町田駅の近くにサ

ッカー専用スタジアムで、且つ複合型のスポーツ施設を作り、その中に色々なお店が入り、商業の街のシンボルという形

でたくさんのお客さんに来てもらう。それが最終的な目標です。

 私が前任の重田理事長に教えられたのはスポーツは文化ということです。文化を伝えるには本質的な楽しさを次の世代

に伝え、長いスパンで考えるということです。私たちはサッカーを中心にそれ以外のスポーツも年齢問わず楽しめるような

総合スポーツクラブにしたい。

 今はアンチエイジングサッカー教室などをやっていますが、それをもっと色々なスポーツに広げ、最終的には町田のスポ

ーツの輪というものをゼルビア中心に作っていきたいと考えています。ゼルビアが先頭を切りながら、そのことで街の環境

整備が進み、そこでサッカーだけでなく様々なスポーツが楽しめる。野球やソフトボール、テニスなども楽しみというのはみ

んな同じですから。それが、街づくりということでもあり社会貢献でもあり、経済効果にもなると考えています」

Ｑ：少 し東京都社 会人リーグについてお 伺いしたいのですが 。もっとこうすればリーグが 活性化 されるというような

考えはお 持ちですか ？

「まずは環境面の整備ですね。昨日、東京都サッカー協会に行って話しをしてきましたが、高校とかでサッカーをやってい

たのに、社会人になったらやらなくる人が増えているということでした。チーム登録をしないで、自分たちの好きな時に集ま

って、好きでやるというのが増えているそうです。３部や４部とかを見ていると、運営を自分たちでやっていて、苦労をたくさ

んしています。

 １部になればだいぶ良くなりますが、下のリーグはなかなか草サッカーから抜け出せない。グラウンドさえあれば年間ス

ケジュールをきっちり立てられ、運営も楽になると思うんです。今は運営する人だけに色々なことが任されていて、選手は

たくさんいても運営面の面倒を見る人がいなければリーグに参加するのは難しいんです。

 もっと運営を上手にできるような受け入れ態勢を作ってあげて、気軽にという訳ではありませんがもっと参加しやすいよう

な環境整備をしていかないと、活性化は難しいし、チームがどんどん減っていくと思います。もう少し環境整備をして社会人

が楽しめる環境を作らなくてはいけません」

Ｑ：具体的 な 行動 は何からやればいいですか ？

「そこはひとつのチームの動きでは難しくて、やっぱり地域の力で取り組むことです。地域のサッカーが組織化されること。

町田市のサッカー協会がまとまっているのは、すべてのカテゴリーが一つのサッカー協会に入っているからです。地域によ

っては少年は少年。社会人は社会人とまとまりがないところもあります。だから地域がサッカーを愛好し、組織化し、その組

織の力で行政に訴えかけていかなくてはいけません。

 そしてもう一つは底辺を拡大すること。やっぱり、小学生があるから社会人があるんです。普及活動をしっかりやれば、

将来はその子たちがトップチームに来るだろうし、応援にも来てくれます。絶対に底辺を忘れてはいけません。

 ゼルビアは底辺拡大の為に常に『ふれあいサッカー』をやり、そこで楽しかったなって思ってもらって、そして俺もサッカー

やろうと思ってもらいます。非常に地道だと思いますが、そういう子を増やしていかないといけません。ただチームを作っ

て、行政にグラウンドを作ってとお願いしても作ってくれません。でも、少年サッカーがすごい人口になって、しっかりした組

織も出来て、そして何万人の署名を集めて持って行けば行政も動けるんです。やっぱりチーム組織の力。まとめられる人

がいないとダメだと思います。

 これからＪを目指そうとするチームもやっぱり地元の少年の普及にも力を貸してほしいし、そして地域の中で、地域をまと

める力にもなってほしい。そいうものがないと、上を目指しても、結局応援もつかないし、組織的な力にならないと思いま

す。だから、行き着くところは『サッカーを普及して、たくさんの人にサッカーを愛してもらうこと』なのかなと思います」

Ｑ： さて 、ゼルビアは 昨年 の地域決勝大 会で 見事優勝 を飾り、ついに ＪＦＬ昇格 を果たしました 。そして Ｊリーグ 準加

盟申請 も承認 されました 。Ｊ リーグ 昇格 までの 残りの 課題 を教えてください 。

「スタジアム改修の問題など、ある程度、前進していることもありますが、やっぱり課題は山積みです。ＪＦＬ４位以内もそう

ですし、何よりお客さんにもっともっと来て頂かないといけないし、努力もしていかなくてはいけない。やっぱり本当のプロを

目指すには、大勢の観客が集まり、観客のお金でチーム運営ができていないとダメだと思います。もちろんスポンサーを

増やす努力も当然しなくてはいけないことですけど。やっぱり自分たちが魅力的なサッカーをして、『あそこのチームならも

う一回見に行きたい』というサッカーをしないと。それにはまだまだ正直うちのサッカーでは物足りなくて、試合の内容もも

っと良くしていかなくてはいけない。

 しかし、そのためにはもっともっと良い環境を選手に与えてあげなくてはいけません。選手は仕事しながら夜に６キロ走を

やって、翌日の朝にまた練習です。そんな生活をしているので、相当負担が掛かっています。だから選手に本当にプロとし

てやっていけるような環境を整えてあげるというのも大きな課題です。

 それからお客さんがただサッカー観戦に来るだけでなく、あそこに行ったら面白いぞと思ってもらえる空間を作ること。今

も色々お祭り的なことをやっていますが、サッカー以外でもお客さんに満足して帰ってもらうことです。 

 あと大きな課題は経営面ですね。今、Ｊリーグ昇格基準の年間収入１億５千万円をクリアするのに四苦八苦しています

が、Ｊ２に上がれば５億、６億のお金がかかります。これはすごい課題で、行政もさすがにそこまではやってくれません。こ

こは本当になんとしてもやっていかなくてはいけない課題です」

Ｑ： それでは 最後 に、ＦＣ町田 ゼルビアというチームの 今後 の目標 ・ 未来のビジョンを 教えてください 。

「今後の目標はＪ１に上がることです。ただ、目標はＪ１に上がることですが、最終的には町田市、あるいはこの地域全体

の活性化や子供たちに夢を与え、そして生涯スポーツを楽しめるような環境を作っていくということが私たちのビジョンで

す。それはＪ１だろうとＪ２だろうとぶれることはありません」

  －本日はお忙しい中、インタビューにご協力頂きありがとうございました。

※８月６日に２代目理事長の重田氏がお亡くなりになられました 。取材は8月1日に行いましたので文中ではそのままにさせていただきまし
た。ご冥福をお祈りいたします。

  

[プロフィール ] 守屋 実（モリヤ ミノル）  
73年 大学卒業後相模原市役所に勤務し、サッカー少年団「小山FC」設立。指導者となる。 
その後、小山FCの中学部、町田市内の中学生選抜チームを設立。 
85年にはFC町田ジュニアユースを正式発足させ代表兼監督就任。このチームからJリーガー10数名が育
つ。  
93年 町田サッカー協会理事長に就任 
02年 FC町田ゼルビア代表兼監督就任 
03年 NPO法人アスレチック町田理事長就任 
04年 町田サッカー協会専務理事就任 現在は町田サッカー協会顧問 

現在は町田市立小山田小学校の教諭を務めつつ、町田にプロサッカーチームを中心にした地域総合型の
スポーツクラブを作る活動を続けている。 

  

[クラブプロフィール ]
FC町田ゼルビア 
所属：日本フットボールリーグ（JFL） 
URL：http://zelvia.jp/ 
チームは1989年に設立し、東京都リーグ、関東リーグを経て、2008年に日本フットボールリーグ(JFL)へ昇格。2009年
2月にはJリーグ準加盟申請が承認され、今季JFLで4位以上などJリーグ入会条件を満たせば、2010年からのJリーグ
入りが実現する。 

 

       

トップ サイトについて 広告掲載について 
 



 

 

― グラウンドがない時は公園まで行って、公園を走って帰ってくるだけの練習。だから条件がいいから出来

るというだけのものではないと思う。やはりそこに情熱や理念がないと ― 

TOKYO FOOTBALL MAGAZINE 第４回目のインタビューは、９１年に東京都リーグ４部に加盟し、その後関東リーグ昇

格、ＪＦＬ昇格を果たし、地域と共にＪリーグ入りという目標に向かって走り続けるＦＣ町田ゼルビアの守屋 実代表です。チ

ーム発足のきっかけ、地域とのつながり、今後のビジョンをお伺いしました。 
※インタビューは2009年8月1日に行いました。  

 

 

Ｑ： まずは 少年 サッカーの 街と言われた 町田市 で 、ＦＣ町田 ゼルビアというチームが 発足したきっかけを 教えてくだ

さい。

「町田市が『少年サッカーの街』と言われたのは、東京の少年サッカーがまだ組織立っていない頃に町田の先生たちが中

心になって、町田市で東京少年サッカー大会を開き、少年サッカーをリードしてきたからなんです。 

今だったら東京全体のサッカー大会があるけど、当時はまだなかったんです。そして、その中からＦＣ町田という小学生チ

ームが出来ました。

 当時、全国では静岡県の清水ＦＣという市の選抜チームが活躍していました。清水市も先生たちが中心になってチーム

を作り、地域を盛り上げてきました。私たちもそれに追いつき追い越せをテーマにＦＣ町田を作り、全国大会に出場し、準優

勝、優勝してきました。 

そして、その後ＦＣ町田の卒業生を中心にジュニアユースができ、またその卒業生を中心にユースができ、最終的に行き

着くところはトップチームと。

 私は町田サッカー協会の第３代理事長をさせて頂きましたが、前任の重田理事長がすごいグローバルな考えを持ってい

て、やっぱり『サッカーの街』というには街を代表するクラブがないといけない。トップチームを持ち、そしてその下に下部組

織を持ち、ピラミッド型のクラブチームを作ろうじゃないかと呼びかけたのです。 

そうして１９８９年にＦＣ町田のトップチームが誕生しました。ただ、当時のトップチームにはＪリーグを目指すという考えはあ

りませんでした」

Ｑ： その ＦＣ町田 トップチームが Ｊリーグを 目指 すＦＣ町田 ゼルビアとなった 経緯は？

「町田市が『少年サッカーの街』として発展してきた一方で、町田市というところはベッドタウンで市の郷土意識は少なく、

自分たちの街という意識は低かった。さらに町田市では今までに３６人のＪリーガーを生み出してきたが、清水エスパルス

や浦和レッズのように受け皿となるチームがなかった。そしてもうひとつ、９１年に横浜フリューゲルスが町田市をホームタ

ウンにしたいという話しが持ち上がり、私も関与して必死でやりましたが、当時はＪリーグもバブルの時期でとても行政では

支えられなくて断念しました。 

その時に『Ｊリーグを誘致する会』というのが町田にでき、その後もＪリーグチームを町田で実現させようと、私もＦＣ東京の

前身東京ガスへ行ったり、川崎フロンターレの前身の富士通の最高幹部に会い、『町田でやりませんか？』とお誘いする

など、様々な流れを模索しました。しかし、中々実現はしませんでした。

 やっぱりこれは町田市が自前でＪリーグチームを作っていかなくてはいけない。町田にはサッカーの歴史があるし、町田

市を代表するチームを作り、もっともっと郷土意識を高めていかなくてはいけないということになりました。そしてそのチーム

はどこでやるんだという話しになり、ＦＣ町田トップチームが選ばれ、町田サッカー協会支援の下に『ＦＣ町田ゼルビア』とし

てやっていくことになりました。それがＦＣ町田ゼルビアが誕生し、Ｊリーグを目指す発端です」

Ｑ：９１年 に東京都 リーグに 加盟 し、９８年 に１部 に昇格 しました 。当時２部、３部 リーグを 戦っている 時はどんなチー

ムでしたか ？

「当初は町田市社会人の選抜チームのような形で戦っていましたが、途中からはうちのＦＣ町田ユース出身者で固めまし

た。当時の東京都リーグは企業チームばかりで、私たちのようなクラブチームは少なく、２部では多少足踏みしましたが、

チームの技術は高いし、割とすんなりと１部まで上がれました。 

ただ、サッカー協会がチームを作り、私も協会の理事長として表面上のサポートはしていましたが、現実は選手任せでし

た。具体的なサポートはあまりしてやれず、１部に上がれたのは本当に選手の力です」

Ｑ：０２年 には 理事長 の守屋 さん自身 が監督 に就任 されましたが 、どういった 経緯で 就任 されたのですか ？

「０１年に１部から２部に降格しかけたんです。それまで選手任せで選手の好きなようにやらしていたので、選手の体力が

徐々に落ちてくると当然チームもジリ貧になります。降格を覚悟していましたが、たまたま最終戦で降格を争っていたチー

ムが引き分けたことによって勝ち点１差で残留ができました。

 ただ、残留は出来たものの来年は間違いなく降格するぞということで、本当にやるのかやらないのかということを協会で

何度も話し合いました。監督も今まで何人かお願いしたことはありましたが、選手主導でやっているチームなので途中でや

めてしまい、その時はやる人もいなかったんです。なかなかいい案が浮かばず、そうかといってチームを潰すわけにもいか

ず、最終的には私が協会で理事長はしていましたが、どこかのチームを見ているというのがなかったので引き受けました」

Ｑ：小 学校の教員をされている 守屋 さんが 監督 に就任 された 時、社 会人の選手 たちにどんなことを 伝えましたか ？

「まず、目標、理念をしっかり持つこと。いかに自分たちのチームを愛し、目標の為に全力を出せるか。そして、やるからに

は全国を目指そうと言いました。そしてもうひとつ、小さなことを大切にしようと言いました。時間を守るとかそういったことは

小学校の教室でも、社会人のグラウンドでも同じです。

 ただ、実際に私が引き受けた時はひどい状態でした。０２年は日本でＷカップが開催されていて、Ｗカップの試合がある

時はほとんど練習に人は集まりませんでした。練習に行ってもコーチと私の二人の時もありました。今、トップチームのコー

チをしている丸山がその時は中心でやっていましたが、彼は絶対にさぼらないので、彼と２人とか３人とかで、選手が来る

のを待っていることがよくありましたね。ただ、その年は降格の危機は脱して７位の成績でした」

Ｑ：０４年 それまで １部 リーグで 中位 だったチームが ３位 に躍進 し、翌年 にはリーグ 優勝 しました 。チームが 一気に

躍進 したきっかけを 教えてください 。

「ゼルビアというチームは町田サッカー協会が作り、チームを強化していました。私も協会の理事長をしながらゼルビアの

監督をしていました。ただ、町田サッカー協会自体は自分たちがサッカーをしたくて集まっている組織です。そういった組織

が今後プロを目指しているチームの受け皿として応援していくのは難しく、限界があると感じました。それはやっぱり、皆さ

んから集めた協会のお金の一部をゼルビアに回さなくてはいけないわけだから。資金を流したり指導者を雇用したりすると

いうことは任意団体であり、且つ目的が違う協会では出来ません。

 そこで０３年に組織的な受け皿としてＮＰＯ法人を作り、そこにトップチームだけを移管し強化しようと『ＮＰＯ法人 アスレ

チッククラブ町田』を設立しました。それがチームが変わった大きなきっかけです。そして０４年、竹中というプロでやってい

た人間にプロのノウハウをしっかりとチームに植え付けてもらう為に、初めてＮＰＯ法人の職員として採用しました」

Ｑ：竹中 さんがチームに 加入 したきっかけは ？

「町田では町田出身のプロ選手を集めて試合をするサッカーフェスティバルというのをずっとやっています。彼も町田出身

で海外でプロとしてやり、日本に戻ってきてからは横浜ＦＣでやっていてたので、フェスティバルにはずっと呼んでいまし

た。だから彼の人柄や経歴はその時から知っていました。私も彼と話しをする時は一人の教員として接するので、この人

間は苦境に強いし、そして熱いというのがわかっていました。そして今のうちのチームにピッタリということで、彼が横浜ＦＣ

を解雇された情報を聞いた時に真っ先に声をかけました。

 ただ、練習場はデコボコだし、狭いし、暗い。選手のレベルも上を目指すには貧弱。そういった状況を見て彼もなかなか

首を縦には振ってくれませんでした。それでも、『とにかくお前しかいないから』と頼んで、ようやく彼も決断してくれました。

彼は決してエリートではないし、苦労した人間。元Ｊリーガーという変なプライドもありませんでしたし、それからは目的のた

めに全力で取り組んでくれました」

Ｑ：東京都１部 リーグの 時は週に何回、何人 くらいで 練習 をしていたのですか ？

「最初は週２回の練習でしたが、竹中が来てから週４回に増やしました。その時にある程度ふるいが掛けられ、そんなにや

るなら俺はいいよって言う人間は辞めていき、それでもやるという人間だけが残りました。練習に参加していた人数は２５

人くらいです。

 ただ、ゼルビアがやってきた練習なんて再現したら大変だけど、グラウンドがない時は公園まで行って、公園を走って帰

ってくるだけの練習。だから条件がいいから出来るというだけのものではないと思います。やはりそこに情熱や理念がない

と出来ないと思います」

Ｑ： その 後、 ゼルビアは 順当に関東リーグに 昇格 し、関東２部 でも 優勝、１部 でも 圧倒的 な 強さで 優勝 しています 。

戦力面 の強化、選手補 強はどのように 行っていったのですか ？

「選手補強にお金は掛けられません。そこでＪリーグでプレーしていて、辞めて大学に戻る人間が結構いたので、彼らに的

を絞りました。元ヴァンフォーレ甲府の津田和樹や元湘南ベルマーレの杉本圭。元清水エスパルスの谷川烈も解雇されて

法政大学に行くという話しを聞き、沼津まで会いに行って口説きました。とにかくお金をかけずに実績のある人間を連れて

こようとやりました」

Ｑ： 戦力面 が充実する 一方、上 のリーグに 上がれば 上がる 程、金 銭面を充実することも 必要 になってくると 思いま

す。関東リーグ １部、２部 の年間 のチーム 予算 はいくらくらい 必要 ですか ？

「関東１部も２部もあまり変わりません。チーム強化費が約１ ,０００万、運営費が約６ ,０００万です」

Ｑ： ゼルビアではどうやってそのチーム 運営費を賄っていたのですか ？

「スポンサー、スクールそしてクラブ会員です。関東リーグの時は１,０００人くらいの方に会員になっていただいて、今は２,

６４４名までになりました。ただ、その時はなんとか乗り切りましたが、実際にはチームのスタッフが持ち出したりしていまし

た」

Ｑ： スクール 事業 はいつぐらいから 始めていたのですか ？

「スクールは東京都リーグの頃から竹中が中心で始めました。最初はもちろんゼロからのスタートで、チームが勝ち上がっ

ていくと共にスクール生も増え、関東リーグの時は２００人くらい。今では４５０人を超えるくらいになっています」

Ｑ： 関東リーグの 時からプロ 契約 を採り入れましたが 、その 理由 を教えていただけますか ？

「０７年に関東１部で優勝して、ＪＦＬ昇格をかけた全国地域リーグ決勝大会に挑戦しましたが、勝ち残れませんでした。そ

して、次の年こそ本当の勝負ということで、戸塚監督をプロとして招き、プロ選手も採り入れました」

Ｑ： それ 以外 の選手 はどのような 仕事 をしていますか ？

「うちの職員としてスクールの指導者をやってもらったり、スポンサーのところで仕事をさせてもらったりしています」

Ｑ：ＪＦＬ に昇格 した 現在、 プロ契約選手 は何名 ですか ？

「今現在のプロ選手は３名です」

Ｑ：守屋 さんは 町田市 という 街についてどのような 考え・ 印象 をお持ちですか ？

「僕は根っからの町田市民ですので、ずっと町田というのを背負ってやってきました。ただ、ほとんどは新住民でベッドタウ

ンと言われたり、西の歌舞伎町と言われたり町田にいいイメージはなかったです。だからこそスポーツを通じて街づくりをし

て、今の子供たちにとっての故郷を町田に作ろうという意識でやっています」

Ｑ： ゼルビアが 地域 や市民 の方と直接 ふれ 合う 機会を持つようになったのはいつぐらいからですか ？

「試合が終った後の『ふれあいサッカー』や地域行事への参加、小学校を回りサッカー教室を開いたりということは東京都

リーグの頃から始めていました。その後も養護学校や施設の子供たちとのスポーツ交流、校庭の芝生化に協力、アンチエ

イジングサッカー教室など様々な取り組みをしてきました。

 私の小学校では道徳の授業に竹中に社会人講師として参加してもらい、すごく好評でした。今の子供たちはなかなか夢

を描けないんです。バーチャルな世界で生きていて。そんな子供たちに自分たちの地域の夢をかなえた人が話すことは、

すごくリアリティーがあります。今、『子供たちに夢を』って言っているのは、身近なところから夢を感じてほしいからなんで

す」

Ｑ： サッカーチームと 地域 のつながりについてはどのようにお 考えですか ？

「小学校を回ったり地域行事への参加など、選手たちが労を惜しまずにやってくれることは地域貢献にもなるし、地域の方

が自分たちを応援してくれるという大きなメリットにもなります。僕はそういったことがこのチームの大きな特徴だと思いま

す。チームが単に強くなればいいとは思いません。

 僕は正直Ｊリーグが発足した頃はちょっと違うんじゃないかと感じていました。あの頃のＪリーグのクラブは黙ってても人

気があって、本当にスターで近寄り難い存在でした。私もサッカーフェスティバルをやったことで、始末書を書いたこともあ

りました。 

  本当はもっともっと地域に密着し、地域の誇りとなって財産にならないといけないはずです。地域の人たちがこのチーム

は俺たちのチームなんだってことを本当に思わないと、バブルで終ってしまいます。だから自分たちも地域の人たちに『ゼ

ルビアがあってよかったな』って思ってもらえるチームにしていかないとダメなんです。強ければパッと人気が出るかもしれ

ないけど、やっぱり弱くなれば応援してもらえないわけだし。

 浦和レッズがＪ２に降格しても、ずっと応援してもらえたのはやっぱり『俺たちのチームなんだ』っていう強い気持ちがあっ

たからだと思います。だからゼルビアもこれからもっともっと地域の方とつながりを持ち、地域貢献をして、このチームがあ

ることがこの地域の宝、財産になると思ってもらえるようにやっていきたいと思います」

Ｑ：地域貢 献で 市民 の方が応援してくれるようになったことで 、行政 も動き 出したと 思います 。町田市 は具体的 にど

のようなことをしてくれていますか ？

「行政には東京都リーグや関東リーグの頃から本当に何度も足を運びましたが、具体的な応援はなかなかしてもらえませ

んでした。たぶん今地域でやっている東京のチームの方も、簡単には行政は動いてくれないと思います。それはやっぱり

地域にたくさんチームがある中で、一つのチームだけを応援したり、税金を使うということは相当難しいからです。

 ただ、チームが上のリーグに上がっていき、地域貢献活動などをすることによって、まずメディアに取り上げられます。そ

ういうことで、自然に行政にも活動内容が入っていくし、少しずつ信頼が出てきて、見る目が変わってきます。だからメディ

アとの上手な関係を作っていかなくてはいけないし、メディアの方にも育ててもらわなくてはいけないと思います。ゼルビア

の場合は東京都リーグの頃から応援して取り上げてくれるタウン誌もありましたし、Ｊ：ＣＯＭも東京都リーグの頃から応援

してもらって、今ではゼルビアの番組もあり、且つオンデマンドでいつでもゼルビアのホームゲームが見れます。やっぱり、

私たちの頑張りを上手にメディアが伝えてくださって、それをまた行政が街づくりのイメージアップに利用する。その辺のつ

ながりは大きいです。自分たちだけでやっていくのは難しいと思います。

 具体的な支援は東京都リーグから関東リーグに上がって、初めて町田市立陸上競技場を使えるようになりましたし、更

にＪＦＬに上がったことでホームゲームのほとんどを町田市立陸上競技場で出来るようになりました。また、Ｊリーグ準加盟

申請のことでスタジアム改修工事に行政で１０億円以上かけて取り組んでもらえることも決まり、町田駅に横断幕を掲げて

いただいたりと、随分と応援していただけるようになりました。町田市のほうでも都市ブランド作りの一つとして、ゼルビアを

使っていこうという流れが出てきたんですね」

Ｑ：新 しいスタジアムが 完成 することによって 、町田市 に与える 経済効 果はどのくらいあるとお 考えですか ？

「町田市は商業都市でやっていますので、スタジアムにたくさんの人が足を運んでくれれば、それだけ地元に経済効果をも

たらしますし、今は、商店連合会と提携して『すき・まちポイントカード』というのを作って、町田を盛り上げていこうとやって

います。それ以外にも地元の商店に町田市立陸上競技場でお店をだして頂いたり、酒販組合とタイアップしたりと様々な取

り組みをしています。

 しかし、最終的には駅近スタジアムを考えています。それは市のビジョンの中にもあります。やっぱり、町田駅の近くにサ

ッカー専用スタジアムで、且つ複合型のスポーツ施設を作り、その中に色々なお店が入り、商業の街のシンボルという形

でたくさんのお客さんに来てもらう。それが最終的な目標です。

 私が前任の重田理事長に教えられたのはスポーツは文化ということです。文化を伝えるには本質的な楽しさを次の世代

に伝え、長いスパンで考えるということです。私たちはサッカーを中心にそれ以外のスポーツも年齢問わず楽しめるような

総合スポーツクラブにしたい。

 今はアンチエイジングサッカー教室などをやっていますが、それをもっと色々なスポーツに広げ、最終的には町田のスポ

ーツの輪というものをゼルビア中心に作っていきたいと考えています。ゼルビアが先頭を切りながら、そのことで街の環境

整備が進み、そこでサッカーだけでなく様々なスポーツが楽しめる。野球やソフトボール、テニスなども楽しみというのはみ

んな同じですから。それが、街づくりということでもあり社会貢献でもあり、経済効果にもなると考えています」

Ｑ：少 し東京都社 会人リーグについてお 伺いしたいのですが 。もっとこうすればリーグが 活性化 されるというような

考えはお 持ちですか ？

「まずは環境面の整備ですね。昨日、東京都サッカー協会に行って話しをしてきましたが、高校とかでサッカーをやってい

たのに、社会人になったらやらなくる人が増えているということでした。チーム登録をしないで、自分たちの好きな時に集ま

って、好きでやるというのが増えているそうです。３部や４部とかを見ていると、運営を自分たちでやっていて、苦労をたくさ

んしています。

 １部になればだいぶ良くなりますが、下のリーグはなかなか草サッカーから抜け出せない。グラウンドさえあれば年間ス

ケジュールをきっちり立てられ、運営も楽になると思うんです。今は運営する人だけに色々なことが任されていて、選手は

たくさんいても運営面の面倒を見る人がいなければリーグに参加するのは難しいんです。

 もっと運営を上手にできるような受け入れ態勢を作ってあげて、気軽にという訳ではありませんがもっと参加しやすいよう

な環境整備をしていかないと、活性化は難しいし、チームがどんどん減っていくと思います。もう少し環境整備をして社会人

が楽しめる環境を作らなくてはいけません」

Ｑ：具体的 な 行動 は何からやればいいですか ？

「そこはひとつのチームの動きでは難しくて、やっぱり地域の力で取り組むことです。地域のサッカーが組織化されること。

町田市のサッカー協会がまとまっているのは、すべてのカテゴリーが一つのサッカー協会に入っているからです。地域によ

っては少年は少年。社会人は社会人とまとまりがないところもあります。だから地域がサッカーを愛好し、組織化し、その組

織の力で行政に訴えかけていかなくてはいけません。

 そしてもう一つは底辺を拡大すること。やっぱり、小学生があるから社会人があるんです。普及活動をしっかりやれば、

将来はその子たちがトップチームに来るだろうし、応援にも来てくれます。絶対に底辺を忘れてはいけません。

 ゼルビアは底辺拡大の為に常に『ふれあいサッカー』をやり、そこで楽しかったなって思ってもらって、そして俺もサッカー

やろうと思ってもらいます。非常に地道だと思いますが、そういう子を増やしていかないといけません。ただチームを作っ

て、行政にグラウンドを作ってとお願いしても作ってくれません。でも、少年サッカーがすごい人口になって、しっかりした組

織も出来て、そして何万人の署名を集めて持って行けば行政も動けるんです。やっぱりチーム組織の力。まとめられる人

がいないとダメだと思います。

 これからＪを目指そうとするチームもやっぱり地元の少年の普及にも力を貸してほしいし、そして地域の中で、地域をまと

める力にもなってほしい。そいうものがないと、上を目指しても、結局応援もつかないし、組織的な力にならないと思いま

す。だから、行き着くところは『サッカーを普及して、たくさんの人にサッカーを愛してもらうこと』なのかなと思います」

Ｑ： さて 、ゼルビアは 昨年 の地域決勝大 会で 見事優勝 を飾り、ついに ＪＦＬ昇格 を果たしました 。そして Ｊリーグ 準加

盟申請 も承認 されました 。Ｊ リーグ 昇格 までの 残りの 課題 を教えてください 。

「スタジアム改修の問題など、ある程度、前進していることもありますが、やっぱり課題は山積みです。ＪＦＬ４位以内もそう

ですし、何よりお客さんにもっともっと来て頂かないといけないし、努力もしていかなくてはいけない。やっぱり本当のプロを

目指すには、大勢の観客が集まり、観客のお金でチーム運営ができていないとダメだと思います。もちろんスポンサーを

増やす努力も当然しなくてはいけないことですけど。やっぱり自分たちが魅力的なサッカーをして、『あそこのチームならも

う一回見に行きたい』というサッカーをしないと。それにはまだまだ正直うちのサッカーでは物足りなくて、試合の内容もも

っと良くしていかなくてはいけない。

 しかし、そのためにはもっともっと良い環境を選手に与えてあげなくてはいけません。選手は仕事しながら夜に６キロ走を

やって、翌日の朝にまた練習です。そんな生活をしているので、相当負担が掛かっています。だから選手に本当にプロとし

てやっていけるような環境を整えてあげるというのも大きな課題です。

 それからお客さんがただサッカー観戦に来るだけでなく、あそこに行ったら面白いぞと思ってもらえる空間を作ること。今

も色々お祭り的なことをやっていますが、サッカー以外でもお客さんに満足して帰ってもらうことです。 

 あと大きな課題は経営面ですね。今、Ｊリーグ昇格基準の年間収入１億５千万円をクリアするのに四苦八苦しています

が、Ｊ２に上がれば５億、６億のお金がかかります。これはすごい課題で、行政もさすがにそこまではやってくれません。こ

こは本当になんとしてもやっていかなくてはいけない課題です」

Ｑ： それでは 最後 に、ＦＣ町田 ゼルビアというチームの 今後 の目標 ・ 未来のビジョンを 教えてください 。

「今後の目標はＪ１に上がることです。ただ、目標はＪ１に上がることですが、最終的には町田市、あるいはこの地域全体

の活性化や子供たちに夢を与え、そして生涯スポーツを楽しめるような環境を作っていくということが私たちのビジョンで

す。それはＪ１だろうとＪ２だろうとぶれることはありません」

  －本日はお忙しい中、インタビューにご協力頂きありがとうございました。

※８月６日に２代目理事長の重田氏がお亡くなりになられました 。取材は8月1日に行いましたので文中ではそのままにさせていただきまし
た。ご冥福をお祈りいたします。

  

[プロフィール ] 守屋 実（モリヤ ミノル）  
73年 大学卒業後相模原市役所に勤務し、サッカー少年団「小山FC」設立。指導者となる。 
その後、小山FCの中学部、町田市内の中学生選抜チームを設立。 
85年にはFC町田ジュニアユースを正式発足させ代表兼監督就任。このチームからJリーガー10数名が育
つ。  
93年 町田サッカー協会理事長に就任 
02年 FC町田ゼルビア代表兼監督就任 
03年 NPO法人アスレチック町田理事長就任 
04年 町田サッカー協会専務理事就任 現在は町田サッカー協会顧問 

現在は町田市立小山田小学校の教諭を務めつつ、町田にプロサッカーチームを中心にした地域総合型の
スポーツクラブを作る活動を続けている。 

  

[クラブプロフィール ]
FC町田ゼルビア 
所属：日本フットボールリーグ（JFL） 
URL：http://zelvia.jp/ 
チームは1989年に設立し、東京都リーグ、関東リーグを経て、2008年に日本フットボールリーグ(JFL)へ昇格。2009年
2月にはJリーグ準加盟申請が承認され、今季JFLで4位以上などJリーグ入会条件を満たせば、2010年からのJリーグ
入りが実現する。 

 

       

トップ サイトについて 広告掲載について 
 



 

 

― グラウンドがない時は公園まで行って、公園を走って帰ってくるだけの練習。だから条件がいいから出来

るというだけのものではないと思う。やはりそこに情熱や理念がないと ― 

TOKYO FOOTBALL MAGAZINE 第４回目のインタビューは、９１年に東京都リーグ４部に加盟し、その後関東リーグ昇

格、ＪＦＬ昇格を果たし、地域と共にＪリーグ入りという目標に向かって走り続けるＦＣ町田ゼルビアの守屋 実代表です。チ

ーム発足のきっかけ、地域とのつながり、今後のビジョンをお伺いしました。 
※インタビューは2009年8月1日に行いました。  

 

 

Ｑ： まずは 少年 サッカーの 街と言われた 町田市 で 、ＦＣ町田 ゼルビアというチームが 発足したきっかけを 教えてくだ

さい。

「町田市が『少年サッカーの街』と言われたのは、東京の少年サッカーがまだ組織立っていない頃に町田の先生たちが中

心になって、町田市で東京少年サッカー大会を開き、少年サッカーをリードしてきたからなんです。 

今だったら東京全体のサッカー大会があるけど、当時はまだなかったんです。そして、その中からＦＣ町田という小学生チ

ームが出来ました。

 当時、全国では静岡県の清水ＦＣという市の選抜チームが活躍していました。清水市も先生たちが中心になってチーム

を作り、地域を盛り上げてきました。私たちもそれに追いつき追い越せをテーマにＦＣ町田を作り、全国大会に出場し、準優

勝、優勝してきました。 

そして、その後ＦＣ町田の卒業生を中心にジュニアユースができ、またその卒業生を中心にユースができ、最終的に行き

着くところはトップチームと。

 私は町田サッカー協会の第３代理事長をさせて頂きましたが、前任の重田理事長がすごいグローバルな考えを持ってい

て、やっぱり『サッカーの街』というには街を代表するクラブがないといけない。トップチームを持ち、そしてその下に下部組

織を持ち、ピラミッド型のクラブチームを作ろうじゃないかと呼びかけたのです。 

そうして１９８９年にＦＣ町田のトップチームが誕生しました。ただ、当時のトップチームにはＪリーグを目指すという考えはあ

りませんでした」

Ｑ： その ＦＣ町田 トップチームが Ｊリーグを 目指 すＦＣ町田 ゼルビアとなった 経緯は？

「町田市が『少年サッカーの街』として発展してきた一方で、町田市というところはベッドタウンで市の郷土意識は少なく、

自分たちの街という意識は低かった。さらに町田市では今までに３６人のＪリーガーを生み出してきたが、清水エスパルス

や浦和レッズのように受け皿となるチームがなかった。そしてもうひとつ、９１年に横浜フリューゲルスが町田市をホームタ

ウンにしたいという話しが持ち上がり、私も関与して必死でやりましたが、当時はＪリーグもバブルの時期でとても行政では

支えられなくて断念しました。 

その時に『Ｊリーグを誘致する会』というのが町田にでき、その後もＪリーグチームを町田で実現させようと、私もＦＣ東京の

前身東京ガスへ行ったり、川崎フロンターレの前身の富士通の最高幹部に会い、『町田でやりませんか？』とお誘いする

など、様々な流れを模索しました。しかし、中々実現はしませんでした。

 やっぱりこれは町田市が自前でＪリーグチームを作っていかなくてはいけない。町田にはサッカーの歴史があるし、町田

市を代表するチームを作り、もっともっと郷土意識を高めていかなくてはいけないということになりました。そしてそのチーム

はどこでやるんだという話しになり、ＦＣ町田トップチームが選ばれ、町田サッカー協会支援の下に『ＦＣ町田ゼルビア』とし

てやっていくことになりました。それがＦＣ町田ゼルビアが誕生し、Ｊリーグを目指す発端です」

Ｑ：９１年 に東京都 リーグに 加盟 し、９８年 に１部 に昇格 しました 。当時２部、３部 リーグを 戦っている 時はどんなチー

ムでしたか ？

「当初は町田市社会人の選抜チームのような形で戦っていましたが、途中からはうちのＦＣ町田ユース出身者で固めまし

た。当時の東京都リーグは企業チームばかりで、私たちのようなクラブチームは少なく、２部では多少足踏みしましたが、

チームの技術は高いし、割とすんなりと１部まで上がれました。 

ただ、サッカー協会がチームを作り、私も協会の理事長として表面上のサポートはしていましたが、現実は選手任せでし

た。具体的なサポートはあまりしてやれず、１部に上がれたのは本当に選手の力です」

Ｑ：０２年 には 理事長 の守屋 さん自身 が監督 に就任 されましたが 、どういった 経緯で 就任 されたのですか ？

「０１年に１部から２部に降格しかけたんです。それまで選手任せで選手の好きなようにやらしていたので、選手の体力が

徐々に落ちてくると当然チームもジリ貧になります。降格を覚悟していましたが、たまたま最終戦で降格を争っていたチー

ムが引き分けたことによって勝ち点１差で残留ができました。

 ただ、残留は出来たものの来年は間違いなく降格するぞということで、本当にやるのかやらないのかということを協会で

何度も話し合いました。監督も今まで何人かお願いしたことはありましたが、選手主導でやっているチームなので途中でや

めてしまい、その時はやる人もいなかったんです。なかなかいい案が浮かばず、そうかといってチームを潰すわけにもいか

ず、最終的には私が協会で理事長はしていましたが、どこかのチームを見ているというのがなかったので引き受けました」

Ｑ：小 学校の教員をされている 守屋 さんが 監督 に就任 された 時、社 会人の選手 たちにどんなことを 伝えましたか ？

「まず、目標、理念をしっかり持つこと。いかに自分たちのチームを愛し、目標の為に全力を出せるか。そして、やるからに

は全国を目指そうと言いました。そしてもうひとつ、小さなことを大切にしようと言いました。時間を守るとかそういったことは

小学校の教室でも、社会人のグラウンドでも同じです。

 ただ、実際に私が引き受けた時はひどい状態でした。０２年は日本でＷカップが開催されていて、Ｗカップの試合がある

時はほとんど練習に人は集まりませんでした。練習に行ってもコーチと私の二人の時もありました。今、トップチームのコー

チをしている丸山がその時は中心でやっていましたが、彼は絶対にさぼらないので、彼と２人とか３人とかで、選手が来る

のを待っていることがよくありましたね。ただ、その年は降格の危機は脱して７位の成績でした」

Ｑ：０４年 それまで １部 リーグで 中位 だったチームが ３位 に躍進 し、翌年 にはリーグ 優勝 しました 。チームが 一気に

躍進 したきっかけを 教えてください 。

「ゼルビアというチームは町田サッカー協会が作り、チームを強化していました。私も協会の理事長をしながらゼルビアの

監督をしていました。ただ、町田サッカー協会自体は自分たちがサッカーをしたくて集まっている組織です。そういった組織

が今後プロを目指しているチームの受け皿として応援していくのは難しく、限界があると感じました。それはやっぱり、皆さ

んから集めた協会のお金の一部をゼルビアに回さなくてはいけないわけだから。資金を流したり指導者を雇用したりすると

いうことは任意団体であり、且つ目的が違う協会では出来ません。

 そこで０３年に組織的な受け皿としてＮＰＯ法人を作り、そこにトップチームだけを移管し強化しようと『ＮＰＯ法人 アスレ

チッククラブ町田』を設立しました。それがチームが変わった大きなきっかけです。そして０４年、竹中というプロでやってい

た人間にプロのノウハウをしっかりとチームに植え付けてもらう為に、初めてＮＰＯ法人の職員として採用しました」

Ｑ：竹中 さんがチームに 加入 したきっかけは ？

「町田では町田出身のプロ選手を集めて試合をするサッカーフェスティバルというのをずっとやっています。彼も町田出身

で海外でプロとしてやり、日本に戻ってきてからは横浜ＦＣでやっていてたので、フェスティバルにはずっと呼んでいまし

た。だから彼の人柄や経歴はその時から知っていました。私も彼と話しをする時は一人の教員として接するので、この人

間は苦境に強いし、そして熱いというのがわかっていました。そして今のうちのチームにピッタリということで、彼が横浜ＦＣ

を解雇された情報を聞いた時に真っ先に声をかけました。

 ただ、練習場はデコボコだし、狭いし、暗い。選手のレベルも上を目指すには貧弱。そういった状況を見て彼もなかなか

首を縦には振ってくれませんでした。それでも、『とにかくお前しかいないから』と頼んで、ようやく彼も決断してくれました。

彼は決してエリートではないし、苦労した人間。元Ｊリーガーという変なプライドもありませんでしたし、それからは目的のた

めに全力で取り組んでくれました」

Ｑ：東京都１部 リーグの 時は週に何回、何人 くらいで 練習 をしていたのですか ？

「最初は週２回の練習でしたが、竹中が来てから週４回に増やしました。その時にある程度ふるいが掛けられ、そんなにや

るなら俺はいいよって言う人間は辞めていき、それでもやるという人間だけが残りました。練習に参加していた人数は２５

人くらいです。

 ただ、ゼルビアがやってきた練習なんて再現したら大変だけど、グラウンドがない時は公園まで行って、公園を走って帰

ってくるだけの練習。だから条件がいいから出来るというだけのものではないと思います。やはりそこに情熱や理念がない

と出来ないと思います」

Ｑ： その 後、 ゼルビアは 順当に関東リーグに 昇格 し、関東２部 でも 優勝、１部 でも 圧倒的 な 強さで 優勝 しています 。

戦力面 の強化、選手補 強はどのように 行っていったのですか ？

「選手補強にお金は掛けられません。そこでＪリーグでプレーしていて、辞めて大学に戻る人間が結構いたので、彼らに的

を絞りました。元ヴァンフォーレ甲府の津田和樹や元湘南ベルマーレの杉本圭。元清水エスパルスの谷川烈も解雇されて

法政大学に行くという話しを聞き、沼津まで会いに行って口説きました。とにかくお金をかけずに実績のある人間を連れて

こようとやりました」

Ｑ： 戦力面 が充実する 一方、上 のリーグに 上がれば 上がる 程、金 銭面を充実することも 必要 になってくると 思いま

す。関東リーグ １部、２部 の年間 のチーム 予算 はいくらくらい 必要 ですか ？

「関東１部も２部もあまり変わりません。チーム強化費が約１ ,０００万、運営費が約６ ,０００万です」

Ｑ： ゼルビアではどうやってそのチーム 運営費を賄っていたのですか ？

「スポンサー、スクールそしてクラブ会員です。関東リーグの時は１,０００人くらいの方に会員になっていただいて、今は２,

６４４名までになりました。ただ、その時はなんとか乗り切りましたが、実際にはチームのスタッフが持ち出したりしていまし

た」

Ｑ： スクール 事業 はいつぐらいから 始めていたのですか ？

「スクールは東京都リーグの頃から竹中が中心で始めました。最初はもちろんゼロからのスタートで、チームが勝ち上がっ

ていくと共にスクール生も増え、関東リーグの時は２００人くらい。今では４５０人を超えるくらいになっています」

Ｑ： 関東リーグの 時からプロ 契約 を採り入れましたが 、その 理由 を教えていただけますか ？

「０７年に関東１部で優勝して、ＪＦＬ昇格をかけた全国地域リーグ決勝大会に挑戦しましたが、勝ち残れませんでした。そ

して、次の年こそ本当の勝負ということで、戸塚監督をプロとして招き、プロ選手も採り入れました」

Ｑ： それ 以外 の選手 はどのような 仕事 をしていますか ？

「うちの職員としてスクールの指導者をやってもらったり、スポンサーのところで仕事をさせてもらったりしています」

Ｑ：ＪＦＬ に昇格 した 現在、 プロ契約選手 は何名 ですか ？

「今現在のプロ選手は３名です」

Ｑ：守屋 さんは 町田市 という 街についてどのような 考え・ 印象 をお持ちですか ？

「僕は根っからの町田市民ですので、ずっと町田というのを背負ってやってきました。ただ、ほとんどは新住民でベッドタウ

ンと言われたり、西の歌舞伎町と言われたり町田にいいイメージはなかったです。だからこそスポーツを通じて街づくりをし

て、今の子供たちにとっての故郷を町田に作ろうという意識でやっています」

Ｑ： ゼルビアが 地域 や市民 の方と直接 ふれ 合う 機会を持つようになったのはいつぐらいからですか ？

「試合が終った後の『ふれあいサッカー』や地域行事への参加、小学校を回りサッカー教室を開いたりということは東京都

リーグの頃から始めていました。その後も養護学校や施設の子供たちとのスポーツ交流、校庭の芝生化に協力、アンチエ

イジングサッカー教室など様々な取り組みをしてきました。

 私の小学校では道徳の授業に竹中に社会人講師として参加してもらい、すごく好評でした。今の子供たちはなかなか夢

を描けないんです。バーチャルな世界で生きていて。そんな子供たちに自分たちの地域の夢をかなえた人が話すことは、

すごくリアリティーがあります。今、『子供たちに夢を』って言っているのは、身近なところから夢を感じてほしいからなんで

す」

Ｑ： サッカーチームと 地域 のつながりについてはどのようにお 考えですか ？

「小学校を回ったり地域行事への参加など、選手たちが労を惜しまずにやってくれることは地域貢献にもなるし、地域の方

が自分たちを応援してくれるという大きなメリットにもなります。僕はそういったことがこのチームの大きな特徴だと思いま

す。チームが単に強くなればいいとは思いません。

 僕は正直Ｊリーグが発足した頃はちょっと違うんじゃないかと感じていました。あの頃のＪリーグのクラブは黙ってても人

気があって、本当にスターで近寄り難い存在でした。私もサッカーフェスティバルをやったことで、始末書を書いたこともあ

りました。 

  本当はもっともっと地域に密着し、地域の誇りとなって財産にならないといけないはずです。地域の人たちがこのチーム

は俺たちのチームなんだってことを本当に思わないと、バブルで終ってしまいます。だから自分たちも地域の人たちに『ゼ

ルビアがあってよかったな』って思ってもらえるチームにしていかないとダメなんです。強ければパッと人気が出るかもしれ

ないけど、やっぱり弱くなれば応援してもらえないわけだし。

 浦和レッズがＪ２に降格しても、ずっと応援してもらえたのはやっぱり『俺たちのチームなんだ』っていう強い気持ちがあっ

たからだと思います。だからゼルビアもこれからもっともっと地域の方とつながりを持ち、地域貢献をして、このチームがあ

ることがこの地域の宝、財産になると思ってもらえるようにやっていきたいと思います」

Ｑ：地域貢 献で 市民 の方が応援してくれるようになったことで 、行政 も動き 出したと 思います 。町田市 は具体的 にど

のようなことをしてくれていますか ？

「行政には東京都リーグや関東リーグの頃から本当に何度も足を運びましたが、具体的な応援はなかなかしてもらえませ

んでした。たぶん今地域でやっている東京のチームの方も、簡単には行政は動いてくれないと思います。それはやっぱり

地域にたくさんチームがある中で、一つのチームだけを応援したり、税金を使うということは相当難しいからです。

 ただ、チームが上のリーグに上がっていき、地域貢献活動などをすることによって、まずメディアに取り上げられます。そ

ういうことで、自然に行政にも活動内容が入っていくし、少しずつ信頼が出てきて、見る目が変わってきます。だからメディ

アとの上手な関係を作っていかなくてはいけないし、メディアの方にも育ててもらわなくてはいけないと思います。ゼルビア

の場合は東京都リーグの頃から応援して取り上げてくれるタウン誌もありましたし、Ｊ：ＣＯＭも東京都リーグの頃から応援

してもらって、今ではゼルビアの番組もあり、且つオンデマンドでいつでもゼルビアのホームゲームが見れます。やっぱり、

私たちの頑張りを上手にメディアが伝えてくださって、それをまた行政が街づくりのイメージアップに利用する。その辺のつ

ながりは大きいです。自分たちだけでやっていくのは難しいと思います。

 具体的な支援は東京都リーグから関東リーグに上がって、初めて町田市立陸上競技場を使えるようになりましたし、更

にＪＦＬに上がったことでホームゲームのほとんどを町田市立陸上競技場で出来るようになりました。また、Ｊリーグ準加盟

申請のことでスタジアム改修工事に行政で１０億円以上かけて取り組んでもらえることも決まり、町田駅に横断幕を掲げて

いただいたりと、随分と応援していただけるようになりました。町田市のほうでも都市ブランド作りの一つとして、ゼルビアを

使っていこうという流れが出てきたんですね」

Ｑ：新 しいスタジアムが 完成 することによって 、町田市 に与える 経済効 果はどのくらいあるとお 考えですか ？

「町田市は商業都市でやっていますので、スタジアムにたくさんの人が足を運んでくれれば、それだけ地元に経済効果をも

たらしますし、今は、商店連合会と提携して『すき・まちポイントカード』というのを作って、町田を盛り上げていこうとやって

います。それ以外にも地元の商店に町田市立陸上競技場でお店をだして頂いたり、酒販組合とタイアップしたりと様々な取

り組みをしています。

 しかし、最終的には駅近スタジアムを考えています。それは市のビジョンの中にもあります。やっぱり、町田駅の近くにサ

ッカー専用スタジアムで、且つ複合型のスポーツ施設を作り、その中に色々なお店が入り、商業の街のシンボルという形

でたくさんのお客さんに来てもらう。それが最終的な目標です。

 私が前任の重田理事長に教えられたのはスポーツは文化ということです。文化を伝えるには本質的な楽しさを次の世代

に伝え、長いスパンで考えるということです。私たちはサッカーを中心にそれ以外のスポーツも年齢問わず楽しめるような

総合スポーツクラブにしたい。

 今はアンチエイジングサッカー教室などをやっていますが、それをもっと色々なスポーツに広げ、最終的には町田のスポ

ーツの輪というものをゼルビア中心に作っていきたいと考えています。ゼルビアが先頭を切りながら、そのことで街の環境

整備が進み、そこでサッカーだけでなく様々なスポーツが楽しめる。野球やソフトボール、テニスなども楽しみというのはみ

んな同じですから。それが、街づくりということでもあり社会貢献でもあり、経済効果にもなると考えています」

Ｑ：少 し東京都社 会人リーグについてお 伺いしたいのですが 。もっとこうすればリーグが 活性化 されるというような

考えはお 持ちですか ？

「まずは環境面の整備ですね。昨日、東京都サッカー協会に行って話しをしてきましたが、高校とかでサッカーをやってい

たのに、社会人になったらやらなくる人が増えているということでした。チーム登録をしないで、自分たちの好きな時に集ま

って、好きでやるというのが増えているそうです。３部や４部とかを見ていると、運営を自分たちでやっていて、苦労をたくさ

んしています。

 １部になればだいぶ良くなりますが、下のリーグはなかなか草サッカーから抜け出せない。グラウンドさえあれば年間ス

ケジュールをきっちり立てられ、運営も楽になると思うんです。今は運営する人だけに色々なことが任されていて、選手は

たくさんいても運営面の面倒を見る人がいなければリーグに参加するのは難しいんです。

 もっと運営を上手にできるような受け入れ態勢を作ってあげて、気軽にという訳ではありませんがもっと参加しやすいよう

な環境整備をしていかないと、活性化は難しいし、チームがどんどん減っていくと思います。もう少し環境整備をして社会人

が楽しめる環境を作らなくてはいけません」

Ｑ：具体的 な 行動 は何からやればいいですか ？

「そこはひとつのチームの動きでは難しくて、やっぱり地域の力で取り組むことです。地域のサッカーが組織化されること。

町田市のサッカー協会がまとまっているのは、すべてのカテゴリーが一つのサッカー協会に入っているからです。地域によ

っては少年は少年。社会人は社会人とまとまりがないところもあります。だから地域がサッカーを愛好し、組織化し、その組

織の力で行政に訴えかけていかなくてはいけません。

 そしてもう一つは底辺を拡大すること。やっぱり、小学生があるから社会人があるんです。普及活動をしっかりやれば、

将来はその子たちがトップチームに来るだろうし、応援にも来てくれます。絶対に底辺を忘れてはいけません。

 ゼルビアは底辺拡大の為に常に『ふれあいサッカー』をやり、そこで楽しかったなって思ってもらって、そして俺もサッカー

やろうと思ってもらいます。非常に地道だと思いますが、そういう子を増やしていかないといけません。ただチームを作っ

て、行政にグラウンドを作ってとお願いしても作ってくれません。でも、少年サッカーがすごい人口になって、しっかりした組

織も出来て、そして何万人の署名を集めて持って行けば行政も動けるんです。やっぱりチーム組織の力。まとめられる人

がいないとダメだと思います。

 これからＪを目指そうとするチームもやっぱり地元の少年の普及にも力を貸してほしいし、そして地域の中で、地域をまと

める力にもなってほしい。そいうものがないと、上を目指しても、結局応援もつかないし、組織的な力にならないと思いま

す。だから、行き着くところは『サッカーを普及して、たくさんの人にサッカーを愛してもらうこと』なのかなと思います」

Ｑ： さて 、ゼルビアは 昨年 の地域決勝大 会で 見事優勝 を飾り、ついに ＪＦＬ昇格 を果たしました 。そして Ｊリーグ 準加

盟申請 も承認 されました 。Ｊ リーグ 昇格 までの 残りの 課題 を教えてください 。

「スタジアム改修の問題など、ある程度、前進していることもありますが、やっぱり課題は山積みです。ＪＦＬ４位以内もそう

ですし、何よりお客さんにもっともっと来て頂かないといけないし、努力もしていかなくてはいけない。やっぱり本当のプロを

目指すには、大勢の観客が集まり、観客のお金でチーム運営ができていないとダメだと思います。もちろんスポンサーを

増やす努力も当然しなくてはいけないことですけど。やっぱり自分たちが魅力的なサッカーをして、『あそこのチームならも

う一回見に行きたい』というサッカーをしないと。それにはまだまだ正直うちのサッカーでは物足りなくて、試合の内容もも

っと良くしていかなくてはいけない。

 しかし、そのためにはもっともっと良い環境を選手に与えてあげなくてはいけません。選手は仕事しながら夜に６キロ走を

やって、翌日の朝にまた練習です。そんな生活をしているので、相当負担が掛かっています。だから選手に本当にプロとし

てやっていけるような環境を整えてあげるというのも大きな課題です。

 それからお客さんがただサッカー観戦に来るだけでなく、あそこに行ったら面白いぞと思ってもらえる空間を作ること。今

も色々お祭り的なことをやっていますが、サッカー以外でもお客さんに満足して帰ってもらうことです。 

 あと大きな課題は経営面ですね。今、Ｊリーグ昇格基準の年間収入１億５千万円をクリアするのに四苦八苦しています

が、Ｊ２に上がれば５億、６億のお金がかかります。これはすごい課題で、行政もさすがにそこまではやってくれません。こ

こは本当になんとしてもやっていかなくてはいけない課題です」

Ｑ： それでは 最後 に、ＦＣ町田 ゼルビアというチームの 今後 の目標 ・ 未来のビジョンを 教えてください 。

「今後の目標はＪ１に上がることです。ただ、目標はＪ１に上がることですが、最終的には町田市、あるいはこの地域全体

の活性化や子供たちに夢を与え、そして生涯スポーツを楽しめるような環境を作っていくということが私たちのビジョンで

す。それはＪ１だろうとＪ２だろうとぶれることはありません」

  －本日はお忙しい中、インタビューにご協力頂きありがとうございました。

※８月６日に２代目理事長の重田氏がお亡くなりになられました 。取材は8月1日に行いましたので文中ではそのままにさせていただきまし
た。ご冥福をお祈りいたします。

  

[プロフィール ] 守屋 実（モリヤ ミノル）  
73年 大学卒業後相模原市役所に勤務し、サッカー少年団「小山FC」設立。指導者となる。 
その後、小山FCの中学部、町田市内の中学生選抜チームを設立。 
85年にはFC町田ジュニアユースを正式発足させ代表兼監督就任。このチームからJリーガー10数名が育
つ。  
93年 町田サッカー協会理事長に就任 
02年 FC町田ゼルビア代表兼監督就任 
03年 NPO法人アスレチック町田理事長就任 
04年 町田サッカー協会専務理事就任 現在は町田サッカー協会顧問 

現在は町田市立小山田小学校の教諭を務めつつ、町田にプロサッカーチームを中心にした地域総合型の
スポーツクラブを作る活動を続けている。 

  

[クラブプロフィール ]
FC町田ゼルビア 
所属：日本フットボールリーグ（JFL） 
URL：http://zelvia.jp/ 
チームは1989年に設立し、東京都リーグ、関東リーグを経て、2008年に日本フットボールリーグ(JFL)へ昇格。2009年
2月にはJリーグ準加盟申請が承認され、今季JFLで4位以上などJリーグ入会条件を満たせば、2010年からのJリーグ
入りが実現する。 

 

       

トップ サイトについて 広告掲載について 
 



 

 

― グラウンドがない時は公園まで行って、公園を走って帰ってくるだけの練習。だから条件がいいから出来

るというだけのものではないと思う。やはりそこに情熱や理念がないと ― 

TOKYO FOOTBALL MAGAZINE 第４回目のインタビューは、９１年に東京都リーグ４部に加盟し、その後関東リーグ昇

格、ＪＦＬ昇格を果たし、地域と共にＪリーグ入りという目標に向かって走り続けるＦＣ町田ゼルビアの守屋 実代表です。チ

ーム発足のきっかけ、地域とのつながり、今後のビジョンをお伺いしました。 
※インタビューは2009年8月1日に行いました。  

 

 

Ｑ： まずは 少年 サッカーの 街と言われた 町田市 で 、ＦＣ町田 ゼルビアというチームが 発足したきっかけを 教えてくだ

さい。

「町田市が『少年サッカーの街』と言われたのは、東京の少年サッカーがまだ組織立っていない頃に町田の先生たちが中

心になって、町田市で東京少年サッカー大会を開き、少年サッカーをリードしてきたからなんです。 

今だったら東京全体のサッカー大会があるけど、当時はまだなかったんです。そして、その中からＦＣ町田という小学生チ

ームが出来ました。

 当時、全国では静岡県の清水ＦＣという市の選抜チームが活躍していました。清水市も先生たちが中心になってチーム

を作り、地域を盛り上げてきました。私たちもそれに追いつき追い越せをテーマにＦＣ町田を作り、全国大会に出場し、準優

勝、優勝してきました。 

そして、その後ＦＣ町田の卒業生を中心にジュニアユースができ、またその卒業生を中心にユースができ、最終的に行き

着くところはトップチームと。

 私は町田サッカー協会の第３代理事長をさせて頂きましたが、前任の重田理事長がすごいグローバルな考えを持ってい

て、やっぱり『サッカーの街』というには街を代表するクラブがないといけない。トップチームを持ち、そしてその下に下部組

織を持ち、ピラミッド型のクラブチームを作ろうじゃないかと呼びかけたのです。 

そうして１９８９年にＦＣ町田のトップチームが誕生しました。ただ、当時のトップチームにはＪリーグを目指すという考えはあ

りませんでした」

Ｑ： その ＦＣ町田 トップチームが Ｊリーグを 目指 すＦＣ町田 ゼルビアとなった 経緯は？

「町田市が『少年サッカーの街』として発展してきた一方で、町田市というところはベッドタウンで市の郷土意識は少なく、

自分たちの街という意識は低かった。さらに町田市では今までに３６人のＪリーガーを生み出してきたが、清水エスパルス

や浦和レッズのように受け皿となるチームがなかった。そしてもうひとつ、９１年に横浜フリューゲルスが町田市をホームタ

ウンにしたいという話しが持ち上がり、私も関与して必死でやりましたが、当時はＪリーグもバブルの時期でとても行政では

支えられなくて断念しました。 

その時に『Ｊリーグを誘致する会』というのが町田にでき、その後もＪリーグチームを町田で実現させようと、私もＦＣ東京の

前身東京ガスへ行ったり、川崎フロンターレの前身の富士通の最高幹部に会い、『町田でやりませんか？』とお誘いする

など、様々な流れを模索しました。しかし、中々実現はしませんでした。

 やっぱりこれは町田市が自前でＪリーグチームを作っていかなくてはいけない。町田にはサッカーの歴史があるし、町田

市を代表するチームを作り、もっともっと郷土意識を高めていかなくてはいけないということになりました。そしてそのチーム

はどこでやるんだという話しになり、ＦＣ町田トップチームが選ばれ、町田サッカー協会支援の下に『ＦＣ町田ゼルビア』とし

てやっていくことになりました。それがＦＣ町田ゼルビアが誕生し、Ｊリーグを目指す発端です」

Ｑ：９１年 に東京都 リーグに 加盟 し、９８年 に１部 に昇格 しました 。当時２部、３部 リーグを 戦っている 時はどんなチー

ムでしたか ？

「当初は町田市社会人の選抜チームのような形で戦っていましたが、途中からはうちのＦＣ町田ユース出身者で固めまし

た。当時の東京都リーグは企業チームばかりで、私たちのようなクラブチームは少なく、２部では多少足踏みしましたが、

チームの技術は高いし、割とすんなりと１部まで上がれました。 

ただ、サッカー協会がチームを作り、私も協会の理事長として表面上のサポートはしていましたが、現実は選手任せでし

た。具体的なサポートはあまりしてやれず、１部に上がれたのは本当に選手の力です」

Ｑ：０２年 には 理事長 の守屋 さん自身 が監督 に就任 されましたが 、どういった 経緯で 就任 されたのですか ？

「０１年に１部から２部に降格しかけたんです。それまで選手任せで選手の好きなようにやらしていたので、選手の体力が

徐々に落ちてくると当然チームもジリ貧になります。降格を覚悟していましたが、たまたま最終戦で降格を争っていたチー

ムが引き分けたことによって勝ち点１差で残留ができました。

 ただ、残留は出来たものの来年は間違いなく降格するぞということで、本当にやるのかやらないのかということを協会で

何度も話し合いました。監督も今まで何人かお願いしたことはありましたが、選手主導でやっているチームなので途中でや

めてしまい、その時はやる人もいなかったんです。なかなかいい案が浮かばず、そうかといってチームを潰すわけにもいか

ず、最終的には私が協会で理事長はしていましたが、どこかのチームを見ているというのがなかったので引き受けました」

Ｑ：小 学校の教員をされている 守屋 さんが 監督 に就任 された 時、社 会人の選手 たちにどんなことを 伝えましたか ？

「まず、目標、理念をしっかり持つこと。いかに自分たちのチームを愛し、目標の為に全力を出せるか。そして、やるからに

は全国を目指そうと言いました。そしてもうひとつ、小さなことを大切にしようと言いました。時間を守るとかそういったことは

小学校の教室でも、社会人のグラウンドでも同じです。

 ただ、実際に私が引き受けた時はひどい状態でした。０２年は日本でＷカップが開催されていて、Ｗカップの試合がある

時はほとんど練習に人は集まりませんでした。練習に行ってもコーチと私の二人の時もありました。今、トップチームのコー

チをしている丸山がその時は中心でやっていましたが、彼は絶対にさぼらないので、彼と２人とか３人とかで、選手が来る

のを待っていることがよくありましたね。ただ、その年は降格の危機は脱して７位の成績でした」

Ｑ：０４年 それまで １部 リーグで 中位 だったチームが ３位 に躍進 し、翌年 にはリーグ 優勝 しました 。チームが 一気に

躍進 したきっかけを 教えてください 。

「ゼルビアというチームは町田サッカー協会が作り、チームを強化していました。私も協会の理事長をしながらゼルビアの

監督をしていました。ただ、町田サッカー協会自体は自分たちがサッカーをしたくて集まっている組織です。そういった組織

が今後プロを目指しているチームの受け皿として応援していくのは難しく、限界があると感じました。それはやっぱり、皆さ

んから集めた協会のお金の一部をゼルビアに回さなくてはいけないわけだから。資金を流したり指導者を雇用したりすると

いうことは任意団体であり、且つ目的が違う協会では出来ません。

 そこで０３年に組織的な受け皿としてＮＰＯ法人を作り、そこにトップチームだけを移管し強化しようと『ＮＰＯ法人 アスレ

チッククラブ町田』を設立しました。それがチームが変わった大きなきっかけです。そして０４年、竹中というプロでやってい

た人間にプロのノウハウをしっかりとチームに植え付けてもらう為に、初めてＮＰＯ法人の職員として採用しました」

Ｑ：竹中 さんがチームに 加入 したきっかけは ？

「町田では町田出身のプロ選手を集めて試合をするサッカーフェスティバルというのをずっとやっています。彼も町田出身

で海外でプロとしてやり、日本に戻ってきてからは横浜ＦＣでやっていてたので、フェスティバルにはずっと呼んでいまし

た。だから彼の人柄や経歴はその時から知っていました。私も彼と話しをする時は一人の教員として接するので、この人

間は苦境に強いし、そして熱いというのがわかっていました。そして今のうちのチームにピッタリということで、彼が横浜ＦＣ

を解雇された情報を聞いた時に真っ先に声をかけました。

 ただ、練習場はデコボコだし、狭いし、暗い。選手のレベルも上を目指すには貧弱。そういった状況を見て彼もなかなか

首を縦には振ってくれませんでした。それでも、『とにかくお前しかいないから』と頼んで、ようやく彼も決断してくれました。

彼は決してエリートではないし、苦労した人間。元Ｊリーガーという変なプライドもありませんでしたし、それからは目的のた

めに全力で取り組んでくれました」

Ｑ：東京都１部 リーグの 時は週に何回、何人 くらいで 練習 をしていたのですか ？

「最初は週２回の練習でしたが、竹中が来てから週４回に増やしました。その時にある程度ふるいが掛けられ、そんなにや

るなら俺はいいよって言う人間は辞めていき、それでもやるという人間だけが残りました。練習に参加していた人数は２５

人くらいです。

 ただ、ゼルビアがやってきた練習なんて再現したら大変だけど、グラウンドがない時は公園まで行って、公園を走って帰

ってくるだけの練習。だから条件がいいから出来るというだけのものではないと思います。やはりそこに情熱や理念がない

と出来ないと思います」

Ｑ： その 後、 ゼルビアは 順当に関東リーグに 昇格 し、関東２部 でも 優勝、１部 でも 圧倒的 な 強さで 優勝 しています 。

戦力面 の強化、選手補 強はどのように 行っていったのですか ？

「選手補強にお金は掛けられません。そこでＪリーグでプレーしていて、辞めて大学に戻る人間が結構いたので、彼らに的

を絞りました。元ヴァンフォーレ甲府の津田和樹や元湘南ベルマーレの杉本圭。元清水エスパルスの谷川烈も解雇されて

法政大学に行くという話しを聞き、沼津まで会いに行って口説きました。とにかくお金をかけずに実績のある人間を連れて

こようとやりました」

Ｑ： 戦力面 が充実する 一方、上 のリーグに 上がれば 上がる 程、金 銭面を充実することも 必要 になってくると 思いま

す。関東リーグ １部、２部 の年間 のチーム 予算 はいくらくらい 必要 ですか ？

「関東１部も２部もあまり変わりません。チーム強化費が約１ ,０００万、運営費が約６ ,０００万です」

Ｑ： ゼルビアではどうやってそのチーム 運営費を賄っていたのですか ？

「スポンサー、スクールそしてクラブ会員です。関東リーグの時は１,０００人くらいの方に会員になっていただいて、今は２,

６４４名までになりました。ただ、その時はなんとか乗り切りましたが、実際にはチームのスタッフが持ち出したりしていまし

た」

Ｑ： スクール 事業 はいつぐらいから 始めていたのですか ？

「スクールは東京都リーグの頃から竹中が中心で始めました。最初はもちろんゼロからのスタートで、チームが勝ち上がっ

ていくと共にスクール生も増え、関東リーグの時は２００人くらい。今では４５０人を超えるくらいになっています」

Ｑ： 関東リーグの 時からプロ 契約 を採り入れましたが 、その 理由 を教えていただけますか ？

「０７年に関東１部で優勝して、ＪＦＬ昇格をかけた全国地域リーグ決勝大会に挑戦しましたが、勝ち残れませんでした。そ

して、次の年こそ本当の勝負ということで、戸塚監督をプロとして招き、プロ選手も採り入れました」

Ｑ： それ 以外 の選手 はどのような 仕事 をしていますか ？

「うちの職員としてスクールの指導者をやってもらったり、スポンサーのところで仕事をさせてもらったりしています」

Ｑ：ＪＦＬ に昇格 した 現在、 プロ契約選手 は何名 ですか ？

「今現在のプロ選手は３名です」

Ｑ：守屋 さんは 町田市 という 街についてどのような 考え・ 印象 をお持ちですか ？

「僕は根っからの町田市民ですので、ずっと町田というのを背負ってやってきました。ただ、ほとんどは新住民でベッドタウ

ンと言われたり、西の歌舞伎町と言われたり町田にいいイメージはなかったです。だからこそスポーツを通じて街づくりをし

て、今の子供たちにとっての故郷を町田に作ろうという意識でやっています」

Ｑ： ゼルビアが 地域 や市民 の方と直接 ふれ 合う 機会を持つようになったのはいつぐらいからですか ？

「試合が終った後の『ふれあいサッカー』や地域行事への参加、小学校を回りサッカー教室を開いたりということは東京都

リーグの頃から始めていました。その後も養護学校や施設の子供たちとのスポーツ交流、校庭の芝生化に協力、アンチエ

イジングサッカー教室など様々な取り組みをしてきました。

 私の小学校では道徳の授業に竹中に社会人講師として参加してもらい、すごく好評でした。今の子供たちはなかなか夢

を描けないんです。バーチャルな世界で生きていて。そんな子供たちに自分たちの地域の夢をかなえた人が話すことは、

すごくリアリティーがあります。今、『子供たちに夢を』って言っているのは、身近なところから夢を感じてほしいからなんで

す」

Ｑ： サッカーチームと 地域 のつながりについてはどのようにお 考えですか ？

「小学校を回ったり地域行事への参加など、選手たちが労を惜しまずにやってくれることは地域貢献にもなるし、地域の方

が自分たちを応援してくれるという大きなメリットにもなります。僕はそういったことがこのチームの大きな特徴だと思いま

す。チームが単に強くなればいいとは思いません。

 僕は正直Ｊリーグが発足した頃はちょっと違うんじゃないかと感じていました。あの頃のＪリーグのクラブは黙ってても人

気があって、本当にスターで近寄り難い存在でした。私もサッカーフェスティバルをやったことで、始末書を書いたこともあ

りました。 

  本当はもっともっと地域に密着し、地域の誇りとなって財産にならないといけないはずです。地域の人たちがこのチーム

は俺たちのチームなんだってことを本当に思わないと、バブルで終ってしまいます。だから自分たちも地域の人たちに『ゼ

ルビアがあってよかったな』って思ってもらえるチームにしていかないとダメなんです。強ければパッと人気が出るかもしれ

ないけど、やっぱり弱くなれば応援してもらえないわけだし。

 浦和レッズがＪ２に降格しても、ずっと応援してもらえたのはやっぱり『俺たちのチームなんだ』っていう強い気持ちがあっ

たからだと思います。だからゼルビアもこれからもっともっと地域の方とつながりを持ち、地域貢献をして、このチームがあ

ることがこの地域の宝、財産になると思ってもらえるようにやっていきたいと思います」

Ｑ：地域貢 献で 市民 の方が応援してくれるようになったことで 、行政 も動き 出したと 思います 。町田市 は具体的 にど

のようなことをしてくれていますか ？

「行政には東京都リーグや関東リーグの頃から本当に何度も足を運びましたが、具体的な応援はなかなかしてもらえませ

んでした。たぶん今地域でやっている東京のチームの方も、簡単には行政は動いてくれないと思います。それはやっぱり

地域にたくさんチームがある中で、一つのチームだけを応援したり、税金を使うということは相当難しいからです。

 ただ、チームが上のリーグに上がっていき、地域貢献活動などをすることによって、まずメディアに取り上げられます。そ

ういうことで、自然に行政にも活動内容が入っていくし、少しずつ信頼が出てきて、見る目が変わってきます。だからメディ

アとの上手な関係を作っていかなくてはいけないし、メディアの方にも育ててもらわなくてはいけないと思います。ゼルビア

の場合は東京都リーグの頃から応援して取り上げてくれるタウン誌もありましたし、Ｊ：ＣＯＭも東京都リーグの頃から応援

してもらって、今ではゼルビアの番組もあり、且つオンデマンドでいつでもゼルビアのホームゲームが見れます。やっぱり、

私たちの頑張りを上手にメディアが伝えてくださって、それをまた行政が街づくりのイメージアップに利用する。その辺のつ

ながりは大きいです。自分たちだけでやっていくのは難しいと思います。

 具体的な支援は東京都リーグから関東リーグに上がって、初めて町田市立陸上競技場を使えるようになりましたし、更

にＪＦＬに上がったことでホームゲームのほとんどを町田市立陸上競技場で出来るようになりました。また、Ｊリーグ準加盟

申請のことでスタジアム改修工事に行政で１０億円以上かけて取り組んでもらえることも決まり、町田駅に横断幕を掲げて

いただいたりと、随分と応援していただけるようになりました。町田市のほうでも都市ブランド作りの一つとして、ゼルビアを

使っていこうという流れが出てきたんですね」

Ｑ：新 しいスタジアムが 完成 することによって 、町田市 に与える 経済効 果はどのくらいあるとお 考えですか ？

「町田市は商業都市でやっていますので、スタジアムにたくさんの人が足を運んでくれれば、それだけ地元に経済効果をも

たらしますし、今は、商店連合会と提携して『すき・まちポイントカード』というのを作って、町田を盛り上げていこうとやって

います。それ以外にも地元の商店に町田市立陸上競技場でお店をだして頂いたり、酒販組合とタイアップしたりと様々な取

り組みをしています。

 しかし、最終的には駅近スタジアムを考えています。それは市のビジョンの中にもあります。やっぱり、町田駅の近くにサ

ッカー専用スタジアムで、且つ複合型のスポーツ施設を作り、その中に色々なお店が入り、商業の街のシンボルという形

でたくさんのお客さんに来てもらう。それが最終的な目標です。

 私が前任の重田理事長に教えられたのはスポーツは文化ということです。文化を伝えるには本質的な楽しさを次の世代

に伝え、長いスパンで考えるということです。私たちはサッカーを中心にそれ以外のスポーツも年齢問わず楽しめるような

総合スポーツクラブにしたい。

 今はアンチエイジングサッカー教室などをやっていますが、それをもっと色々なスポーツに広げ、最終的には町田のスポ

ーツの輪というものをゼルビア中心に作っていきたいと考えています。ゼルビアが先頭を切りながら、そのことで街の環境

整備が進み、そこでサッカーだけでなく様々なスポーツが楽しめる。野球やソフトボール、テニスなども楽しみというのはみ

んな同じですから。それが、街づくりということでもあり社会貢献でもあり、経済効果にもなると考えています」

Ｑ：少 し東京都社 会人リーグについてお 伺いしたいのですが 。もっとこうすればリーグが 活性化 されるというような

考えはお 持ちですか ？

「まずは環境面の整備ですね。昨日、東京都サッカー協会に行って話しをしてきましたが、高校とかでサッカーをやってい

たのに、社会人になったらやらなくる人が増えているということでした。チーム登録をしないで、自分たちの好きな時に集ま

って、好きでやるというのが増えているそうです。３部や４部とかを見ていると、運営を自分たちでやっていて、苦労をたくさ

んしています。

 １部になればだいぶ良くなりますが、下のリーグはなかなか草サッカーから抜け出せない。グラウンドさえあれば年間ス

ケジュールをきっちり立てられ、運営も楽になると思うんです。今は運営する人だけに色々なことが任されていて、選手は

たくさんいても運営面の面倒を見る人がいなければリーグに参加するのは難しいんです。

 もっと運営を上手にできるような受け入れ態勢を作ってあげて、気軽にという訳ではありませんがもっと参加しやすいよう

な環境整備をしていかないと、活性化は難しいし、チームがどんどん減っていくと思います。もう少し環境整備をして社会人

が楽しめる環境を作らなくてはいけません」

Ｑ：具体的 な 行動 は何からやればいいですか ？

「そこはひとつのチームの動きでは難しくて、やっぱり地域の力で取り組むことです。地域のサッカーが組織化されること。

町田市のサッカー協会がまとまっているのは、すべてのカテゴリーが一つのサッカー協会に入っているからです。地域によ

っては少年は少年。社会人は社会人とまとまりがないところもあります。だから地域がサッカーを愛好し、組織化し、その組

織の力で行政に訴えかけていかなくてはいけません。

 そしてもう一つは底辺を拡大すること。やっぱり、小学生があるから社会人があるんです。普及活動をしっかりやれば、

将来はその子たちがトップチームに来るだろうし、応援にも来てくれます。絶対に底辺を忘れてはいけません。

 ゼルビアは底辺拡大の為に常に『ふれあいサッカー』をやり、そこで楽しかったなって思ってもらって、そして俺もサッカー

やろうと思ってもらいます。非常に地道だと思いますが、そういう子を増やしていかないといけません。ただチームを作っ

て、行政にグラウンドを作ってとお願いしても作ってくれません。でも、少年サッカーがすごい人口になって、しっかりした組

織も出来て、そして何万人の署名を集めて持って行けば行政も動けるんです。やっぱりチーム組織の力。まとめられる人

がいないとダメだと思います。

 これからＪを目指そうとするチームもやっぱり地元の少年の普及にも力を貸してほしいし、そして地域の中で、地域をまと

める力にもなってほしい。そいうものがないと、上を目指しても、結局応援もつかないし、組織的な力にならないと思いま

す。だから、行き着くところは『サッカーを普及して、たくさんの人にサッカーを愛してもらうこと』なのかなと思います」

Ｑ： さて 、ゼルビアは 昨年 の地域決勝大 会で 見事優勝 を飾り、ついに ＪＦＬ昇格 を果たしました 。そして Ｊリーグ 準加

盟申請 も承認 されました 。Ｊ リーグ 昇格 までの 残りの 課題 を教えてください 。

「スタジアム改修の問題など、ある程度、前進していることもありますが、やっぱり課題は山積みです。ＪＦＬ４位以内もそう

ですし、何よりお客さんにもっともっと来て頂かないといけないし、努力もしていかなくてはいけない。やっぱり本当のプロを

目指すには、大勢の観客が集まり、観客のお金でチーム運営ができていないとダメだと思います。もちろんスポンサーを

増やす努力も当然しなくてはいけないことですけど。やっぱり自分たちが魅力的なサッカーをして、『あそこのチームならも

う一回見に行きたい』というサッカーをしないと。それにはまだまだ正直うちのサッカーでは物足りなくて、試合の内容もも

っと良くしていかなくてはいけない。

 しかし、そのためにはもっともっと良い環境を選手に与えてあげなくてはいけません。選手は仕事しながら夜に６キロ走を

やって、翌日の朝にまた練習です。そんな生活をしているので、相当負担が掛かっています。だから選手に本当にプロとし

てやっていけるような環境を整えてあげるというのも大きな課題です。

 それからお客さんがただサッカー観戦に来るだけでなく、あそこに行ったら面白いぞと思ってもらえる空間を作ること。今

も色々お祭り的なことをやっていますが、サッカー以外でもお客さんに満足して帰ってもらうことです。 

 あと大きな課題は経営面ですね。今、Ｊリーグ昇格基準の年間収入１億５千万円をクリアするのに四苦八苦しています

が、Ｊ２に上がれば５億、６億のお金がかかります。これはすごい課題で、行政もさすがにそこまではやってくれません。こ

こは本当になんとしてもやっていかなくてはいけない課題です」

Ｑ： それでは 最後 に、ＦＣ町田 ゼルビアというチームの 今後 の目標 ・ 未来のビジョンを 教えてください 。

「今後の目標はＪ１に上がることです。ただ、目標はＪ１に上がることですが、最終的には町田市、あるいはこの地域全体

の活性化や子供たちに夢を与え、そして生涯スポーツを楽しめるような環境を作っていくということが私たちのビジョンで

す。それはＪ１だろうとＪ２だろうとぶれることはありません」

  －本日はお忙しい中、インタビューにご協力頂きありがとうございました。

※８月６日に２代目理事長の重田氏がお亡くなりになられました 。取材は8月1日に行いましたので文中ではそのままにさせていただきまし
た。ご冥福をお祈りいたします。

  

[プロフィール ] 守屋 実（モリヤ ミノル）  
73年 大学卒業後相模原市役所に勤務し、サッカー少年団「小山FC」設立。指導者となる。 
その後、小山FCの中学部、町田市内の中学生選抜チームを設立。 
85年にはFC町田ジュニアユースを正式発足させ代表兼監督就任。このチームからJリーガー10数名が育
つ。  
93年 町田サッカー協会理事長に就任 
02年 FC町田ゼルビア代表兼監督就任 
03年 NPO法人アスレチック町田理事長就任 
04年 町田サッカー協会専務理事就任 現在は町田サッカー協会顧問 

現在は町田市立小山田小学校の教諭を務めつつ、町田にプロサッカーチームを中心にした地域総合型の
スポーツクラブを作る活動を続けている。 

  

[クラブプロフィール ]
FC町田ゼルビア 
所属：日本フットボールリーグ（JFL） 
URL：http://zelvia.jp/ 
チームは1989年に設立し、東京都リーグ、関東リーグを経て、2008年に日本フットボールリーグ(JFL)へ昇格。2009年
2月にはJリーグ準加盟申請が承認され、今季JFLで4位以上などJリーグ入会条件を満たせば、2010年からのJリーグ
入りが実現する。 

 

       

トップ サイトについて 広告掲載について 
 



 

 

― グラウンドがない時は公園まで行って、公園を走って帰ってくるだけの練習。だから条件がいいから出来

るというだけのものではないと思う。やはりそこに情熱や理念がないと ― 

TOKYO FOOTBALL MAGAZINE 第４回目のインタビューは、９１年に東京都リーグ４部に加盟し、その後関東リーグ昇

格、ＪＦＬ昇格を果たし、地域と共にＪリーグ入りという目標に向かって走り続けるＦＣ町田ゼルビアの守屋 実代表です。チ

ーム発足のきっかけ、地域とのつながり、今後のビジョンをお伺いしました。 
※インタビューは2009年8月1日に行いました。  

 

 

Ｑ： まずは 少年 サッカーの 街と言われた 町田市 で 、ＦＣ町田 ゼルビアというチームが 発足したきっかけを 教えてくだ

さい。

「町田市が『少年サッカーの街』と言われたのは、東京の少年サッカーがまだ組織立っていない頃に町田の先生たちが中

心になって、町田市で東京少年サッカー大会を開き、少年サッカーをリードしてきたからなんです。 

今だったら東京全体のサッカー大会があるけど、当時はまだなかったんです。そして、その中からＦＣ町田という小学生チ

ームが出来ました。

 当時、全国では静岡県の清水ＦＣという市の選抜チームが活躍していました。清水市も先生たちが中心になってチーム

を作り、地域を盛り上げてきました。私たちもそれに追いつき追い越せをテーマにＦＣ町田を作り、全国大会に出場し、準優

勝、優勝してきました。 

そして、その後ＦＣ町田の卒業生を中心にジュニアユースができ、またその卒業生を中心にユースができ、最終的に行き

着くところはトップチームと。

 私は町田サッカー協会の第３代理事長をさせて頂きましたが、前任の重田理事長がすごいグローバルな考えを持ってい

て、やっぱり『サッカーの街』というには街を代表するクラブがないといけない。トップチームを持ち、そしてその下に下部組

織を持ち、ピラミッド型のクラブチームを作ろうじゃないかと呼びかけたのです。 

そうして１９８９年にＦＣ町田のトップチームが誕生しました。ただ、当時のトップチームにはＪリーグを目指すという考えはあ

りませんでした」

Ｑ： その ＦＣ町田 トップチームが Ｊリーグを 目指 すＦＣ町田 ゼルビアとなった 経緯は？

「町田市が『少年サッカーの街』として発展してきた一方で、町田市というところはベッドタウンで市の郷土意識は少なく、

自分たちの街という意識は低かった。さらに町田市では今までに３６人のＪリーガーを生み出してきたが、清水エスパルス

や浦和レッズのように受け皿となるチームがなかった。そしてもうひとつ、９１年に横浜フリューゲルスが町田市をホームタ

ウンにしたいという話しが持ち上がり、私も関与して必死でやりましたが、当時はＪリーグもバブルの時期でとても行政では

支えられなくて断念しました。 

その時に『Ｊリーグを誘致する会』というのが町田にでき、その後もＪリーグチームを町田で実現させようと、私もＦＣ東京の

前身東京ガスへ行ったり、川崎フロンターレの前身の富士通の最高幹部に会い、『町田でやりませんか？』とお誘いする

など、様々な流れを模索しました。しかし、中々実現はしませんでした。

 やっぱりこれは町田市が自前でＪリーグチームを作っていかなくてはいけない。町田にはサッカーの歴史があるし、町田

市を代表するチームを作り、もっともっと郷土意識を高めていかなくてはいけないということになりました。そしてそのチーム

はどこでやるんだという話しになり、ＦＣ町田トップチームが選ばれ、町田サッカー協会支援の下に『ＦＣ町田ゼルビア』とし

てやっていくことになりました。それがＦＣ町田ゼルビアが誕生し、Ｊリーグを目指す発端です」

Ｑ：９１年 に東京都 リーグに 加盟 し、９８年 に１部 に昇格 しました 。当時２部、３部 リーグを 戦っている 時はどんなチー

ムでしたか ？

「当初は町田市社会人の選抜チームのような形で戦っていましたが、途中からはうちのＦＣ町田ユース出身者で固めまし

た。当時の東京都リーグは企業チームばかりで、私たちのようなクラブチームは少なく、２部では多少足踏みしましたが、

チームの技術は高いし、割とすんなりと１部まで上がれました。 

ただ、サッカー協会がチームを作り、私も協会の理事長として表面上のサポートはしていましたが、現実は選手任せでし

た。具体的なサポートはあまりしてやれず、１部に上がれたのは本当に選手の力です」

Ｑ：０２年 には 理事長 の守屋 さん自身 が監督 に就任 されましたが 、どういった 経緯で 就任 されたのですか ？

「０１年に１部から２部に降格しかけたんです。それまで選手任せで選手の好きなようにやらしていたので、選手の体力が

徐々に落ちてくると当然チームもジリ貧になります。降格を覚悟していましたが、たまたま最終戦で降格を争っていたチー

ムが引き分けたことによって勝ち点１差で残留ができました。

 ただ、残留は出来たものの来年は間違いなく降格するぞということで、本当にやるのかやらないのかということを協会で

何度も話し合いました。監督も今まで何人かお願いしたことはありましたが、選手主導でやっているチームなので途中でや

めてしまい、その時はやる人もいなかったんです。なかなかいい案が浮かばず、そうかといってチームを潰すわけにもいか

ず、最終的には私が協会で理事長はしていましたが、どこかのチームを見ているというのがなかったので引き受けました」

Ｑ：小 学校の教員をされている 守屋 さんが 監督 に就任 された 時、社 会人の選手 たちにどんなことを 伝えましたか ？

「まず、目標、理念をしっかり持つこと。いかに自分たちのチームを愛し、目標の為に全力を出せるか。そして、やるからに

は全国を目指そうと言いました。そしてもうひとつ、小さなことを大切にしようと言いました。時間を守るとかそういったことは

小学校の教室でも、社会人のグラウンドでも同じです。

 ただ、実際に私が引き受けた時はひどい状態でした。０２年は日本でＷカップが開催されていて、Ｗカップの試合がある

時はほとんど練習に人は集まりませんでした。練習に行ってもコーチと私の二人の時もありました。今、トップチームのコー

チをしている丸山がその時は中心でやっていましたが、彼は絶対にさぼらないので、彼と２人とか３人とかで、選手が来る

のを待っていることがよくありましたね。ただ、その年は降格の危機は脱して７位の成績でした」

Ｑ：０４年 それまで １部 リーグで 中位 だったチームが ３位 に躍進 し、翌年 にはリーグ 優勝 しました 。チームが 一気に

躍進 したきっかけを 教えてください 。

「ゼルビアというチームは町田サッカー協会が作り、チームを強化していました。私も協会の理事長をしながらゼルビアの

監督をしていました。ただ、町田サッカー協会自体は自分たちがサッカーをしたくて集まっている組織です。そういった組織

が今後プロを目指しているチームの受け皿として応援していくのは難しく、限界があると感じました。それはやっぱり、皆さ

んから集めた協会のお金の一部をゼルビアに回さなくてはいけないわけだから。資金を流したり指導者を雇用したりすると

いうことは任意団体であり、且つ目的が違う協会では出来ません。

 そこで０３年に組織的な受け皿としてＮＰＯ法人を作り、そこにトップチームだけを移管し強化しようと『ＮＰＯ法人 アスレ

チッククラブ町田』を設立しました。それがチームが変わった大きなきっかけです。そして０４年、竹中というプロでやってい

た人間にプロのノウハウをしっかりとチームに植え付けてもらう為に、初めてＮＰＯ法人の職員として採用しました」

Ｑ：竹中 さんがチームに 加入 したきっかけは ？

「町田では町田出身のプロ選手を集めて試合をするサッカーフェスティバルというのをずっとやっています。彼も町田出身

で海外でプロとしてやり、日本に戻ってきてからは横浜ＦＣでやっていてたので、フェスティバルにはずっと呼んでいまし

た。だから彼の人柄や経歴はその時から知っていました。私も彼と話しをする時は一人の教員として接するので、この人

間は苦境に強いし、そして熱いというのがわかっていました。そして今のうちのチームにピッタリということで、彼が横浜ＦＣ

を解雇された情報を聞いた時に真っ先に声をかけました。

 ただ、練習場はデコボコだし、狭いし、暗い。選手のレベルも上を目指すには貧弱。そういった状況を見て彼もなかなか

首を縦には振ってくれませんでした。それでも、『とにかくお前しかいないから』と頼んで、ようやく彼も決断してくれました。

彼は決してエリートではないし、苦労した人間。元Ｊリーガーという変なプライドもありませんでしたし、それからは目的のた

めに全力で取り組んでくれました」

Ｑ：東京都１部 リーグの 時は週に何回、何人 くらいで 練習 をしていたのですか ？

「最初は週２回の練習でしたが、竹中が来てから週４回に増やしました。その時にある程度ふるいが掛けられ、そんなにや

るなら俺はいいよって言う人間は辞めていき、それでもやるという人間だけが残りました。練習に参加していた人数は２５

人くらいです。

 ただ、ゼルビアがやってきた練習なんて再現したら大変だけど、グラウンドがない時は公園まで行って、公園を走って帰

ってくるだけの練習。だから条件がいいから出来るというだけのものではないと思います。やはりそこに情熱や理念がない

と出来ないと思います」

Ｑ： その 後、 ゼルビアは 順当に関東リーグに 昇格 し、関東２部 でも 優勝、１部 でも 圧倒的 な 強さで 優勝 しています 。

戦力面 の強化、選手補 強はどのように 行っていったのですか ？

「選手補強にお金は掛けられません。そこでＪリーグでプレーしていて、辞めて大学に戻る人間が結構いたので、彼らに的

を絞りました。元ヴァンフォーレ甲府の津田和樹や元湘南ベルマーレの杉本圭。元清水エスパルスの谷川烈も解雇されて

法政大学に行くという話しを聞き、沼津まで会いに行って口説きました。とにかくお金をかけずに実績のある人間を連れて

こようとやりました」

Ｑ： 戦力面 が充実する 一方、上 のリーグに 上がれば 上がる 程、金 銭面を充実することも 必要 になってくると 思いま

す。関東リーグ １部、２部 の年間 のチーム 予算 はいくらくらい 必要 ですか ？

「関東１部も２部もあまり変わりません。チーム強化費が約１ ,０００万、運営費が約６ ,０００万です」

Ｑ： ゼルビアではどうやってそのチーム 運営費を賄っていたのですか ？

「スポンサー、スクールそしてクラブ会員です。関東リーグの時は１,０００人くらいの方に会員になっていただいて、今は２,

６４４名までになりました。ただ、その時はなんとか乗り切りましたが、実際にはチームのスタッフが持ち出したりしていまし

た」

Ｑ： スクール 事業 はいつぐらいから 始めていたのですか ？

「スクールは東京都リーグの頃から竹中が中心で始めました。最初はもちろんゼロからのスタートで、チームが勝ち上がっ

ていくと共にスクール生も増え、関東リーグの時は２００人くらい。今では４５０人を超えるくらいになっています」

Ｑ： 関東リーグの 時からプロ 契約 を採り入れましたが 、その 理由 を教えていただけますか ？

「０７年に関東１部で優勝して、ＪＦＬ昇格をかけた全国地域リーグ決勝大会に挑戦しましたが、勝ち残れませんでした。そ

して、次の年こそ本当の勝負ということで、戸塚監督をプロとして招き、プロ選手も採り入れました」

Ｑ： それ 以外 の選手 はどのような 仕事 をしていますか ？

「うちの職員としてスクールの指導者をやってもらったり、スポンサーのところで仕事をさせてもらったりしています」

Ｑ：ＪＦＬ に昇格 した 現在、 プロ契約選手 は何名 ですか ？

「今現在のプロ選手は３名です」

Ｑ：守屋 さんは 町田市 という 街についてどのような 考え・ 印象 をお持ちですか ？

「僕は根っからの町田市民ですので、ずっと町田というのを背負ってやってきました。ただ、ほとんどは新住民でベッドタウ

ンと言われたり、西の歌舞伎町と言われたり町田にいいイメージはなかったです。だからこそスポーツを通じて街づくりをし

て、今の子供たちにとっての故郷を町田に作ろうという意識でやっています」

Ｑ： ゼルビアが 地域 や市民 の方と直接 ふれ 合う 機会を持つようになったのはいつぐらいからですか ？

「試合が終った後の『ふれあいサッカー』や地域行事への参加、小学校を回りサッカー教室を開いたりということは東京都

リーグの頃から始めていました。その後も養護学校や施設の子供たちとのスポーツ交流、校庭の芝生化に協力、アンチエ

イジングサッカー教室など様々な取り組みをしてきました。

 私の小学校では道徳の授業に竹中に社会人講師として参加してもらい、すごく好評でした。今の子供たちはなかなか夢

を描けないんです。バーチャルな世界で生きていて。そんな子供たちに自分たちの地域の夢をかなえた人が話すことは、

すごくリアリティーがあります。今、『子供たちに夢を』って言っているのは、身近なところから夢を感じてほしいからなんで

す」

Ｑ： サッカーチームと 地域 のつながりについてはどのようにお 考えですか ？

「小学校を回ったり地域行事への参加など、選手たちが労を惜しまずにやってくれることは地域貢献にもなるし、地域の方

が自分たちを応援してくれるという大きなメリットにもなります。僕はそういったことがこのチームの大きな特徴だと思いま

す。チームが単に強くなればいいとは思いません。

 僕は正直Ｊリーグが発足した頃はちょっと違うんじゃないかと感じていました。あの頃のＪリーグのクラブは黙ってても人

気があって、本当にスターで近寄り難い存在でした。私もサッカーフェスティバルをやったことで、始末書を書いたこともあ

りました。 

  本当はもっともっと地域に密着し、地域の誇りとなって財産にならないといけないはずです。地域の人たちがこのチーム

は俺たちのチームなんだってことを本当に思わないと、バブルで終ってしまいます。だから自分たちも地域の人たちに『ゼ

ルビアがあってよかったな』って思ってもらえるチームにしていかないとダメなんです。強ければパッと人気が出るかもしれ

ないけど、やっぱり弱くなれば応援してもらえないわけだし。

 浦和レッズがＪ２に降格しても、ずっと応援してもらえたのはやっぱり『俺たちのチームなんだ』っていう強い気持ちがあっ

たからだと思います。だからゼルビアもこれからもっともっと地域の方とつながりを持ち、地域貢献をして、このチームがあ

ることがこの地域の宝、財産になると思ってもらえるようにやっていきたいと思います」

Ｑ：地域貢 献で 市民 の方が応援してくれるようになったことで 、行政 も動き 出したと 思います 。町田市 は具体的 にど

のようなことをしてくれていますか ？

「行政には東京都リーグや関東リーグの頃から本当に何度も足を運びましたが、具体的な応援はなかなかしてもらえませ

んでした。たぶん今地域でやっている東京のチームの方も、簡単には行政は動いてくれないと思います。それはやっぱり

地域にたくさんチームがある中で、一つのチームだけを応援したり、税金を使うということは相当難しいからです。

 ただ、チームが上のリーグに上がっていき、地域貢献活動などをすることによって、まずメディアに取り上げられます。そ

ういうことで、自然に行政にも活動内容が入っていくし、少しずつ信頼が出てきて、見る目が変わってきます。だからメディ

アとの上手な関係を作っていかなくてはいけないし、メディアの方にも育ててもらわなくてはいけないと思います。ゼルビア

の場合は東京都リーグの頃から応援して取り上げてくれるタウン誌もありましたし、Ｊ：ＣＯＭも東京都リーグの頃から応援

してもらって、今ではゼルビアの番組もあり、且つオンデマンドでいつでもゼルビアのホームゲームが見れます。やっぱり、

私たちの頑張りを上手にメディアが伝えてくださって、それをまた行政が街づくりのイメージアップに利用する。その辺のつ

ながりは大きいです。自分たちだけでやっていくのは難しいと思います。

 具体的な支援は東京都リーグから関東リーグに上がって、初めて町田市立陸上競技場を使えるようになりましたし、更

にＪＦＬに上がったことでホームゲームのほとんどを町田市立陸上競技場で出来るようになりました。また、Ｊリーグ準加盟

申請のことでスタジアム改修工事に行政で１０億円以上かけて取り組んでもらえることも決まり、町田駅に横断幕を掲げて

いただいたりと、随分と応援していただけるようになりました。町田市のほうでも都市ブランド作りの一つとして、ゼルビアを

使っていこうという流れが出てきたんですね」

Ｑ：新 しいスタジアムが 完成 することによって 、町田市 に与える 経済効 果はどのくらいあるとお 考えですか ？

「町田市は商業都市でやっていますので、スタジアムにたくさんの人が足を運んでくれれば、それだけ地元に経済効果をも

たらしますし、今は、商店連合会と提携して『すき・まちポイントカード』というのを作って、町田を盛り上げていこうとやって

います。それ以外にも地元の商店に町田市立陸上競技場でお店をだして頂いたり、酒販組合とタイアップしたりと様々な取

り組みをしています。

 しかし、最終的には駅近スタジアムを考えています。それは市のビジョンの中にもあります。やっぱり、町田駅の近くにサ

ッカー専用スタジアムで、且つ複合型のスポーツ施設を作り、その中に色々なお店が入り、商業の街のシンボルという形

でたくさんのお客さんに来てもらう。それが最終的な目標です。

 私が前任の重田理事長に教えられたのはスポーツは文化ということです。文化を伝えるには本質的な楽しさを次の世代

に伝え、長いスパンで考えるということです。私たちはサッカーを中心にそれ以外のスポーツも年齢問わず楽しめるような

総合スポーツクラブにしたい。

 今はアンチエイジングサッカー教室などをやっていますが、それをもっと色々なスポーツに広げ、最終的には町田のスポ

ーツの輪というものをゼルビア中心に作っていきたいと考えています。ゼルビアが先頭を切りながら、そのことで街の環境

整備が進み、そこでサッカーだけでなく様々なスポーツが楽しめる。野球やソフトボール、テニスなども楽しみというのはみ

んな同じですから。それが、街づくりということでもあり社会貢献でもあり、経済効果にもなると考えています」

Ｑ：少 し東京都社 会人リーグについてお 伺いしたいのですが 。もっとこうすればリーグが 活性化 されるというような

考えはお 持ちですか ？

「まずは環境面の整備ですね。昨日、東京都サッカー協会に行って話しをしてきましたが、高校とかでサッカーをやってい

たのに、社会人になったらやらなくる人が増えているということでした。チーム登録をしないで、自分たちの好きな時に集ま

って、好きでやるというのが増えているそうです。３部や４部とかを見ていると、運営を自分たちでやっていて、苦労をたくさ

んしています。

 １部になればだいぶ良くなりますが、下のリーグはなかなか草サッカーから抜け出せない。グラウンドさえあれば年間ス

ケジュールをきっちり立てられ、運営も楽になると思うんです。今は運営する人だけに色々なことが任されていて、選手は

たくさんいても運営面の面倒を見る人がいなければリーグに参加するのは難しいんです。

 もっと運営を上手にできるような受け入れ態勢を作ってあげて、気軽にという訳ではありませんがもっと参加しやすいよう

な環境整備をしていかないと、活性化は難しいし、チームがどんどん減っていくと思います。もう少し環境整備をして社会人

が楽しめる環境を作らなくてはいけません」

Ｑ：具体的 な 行動 は何からやればいいですか ？

「そこはひとつのチームの動きでは難しくて、やっぱり地域の力で取り組むことです。地域のサッカーが組織化されること。

町田市のサッカー協会がまとまっているのは、すべてのカテゴリーが一つのサッカー協会に入っているからです。地域によ

っては少年は少年。社会人は社会人とまとまりがないところもあります。だから地域がサッカーを愛好し、組織化し、その組

織の力で行政に訴えかけていかなくてはいけません。

 そしてもう一つは底辺を拡大すること。やっぱり、小学生があるから社会人があるんです。普及活動をしっかりやれば、

将来はその子たちがトップチームに来るだろうし、応援にも来てくれます。絶対に底辺を忘れてはいけません。

 ゼルビアは底辺拡大の為に常に『ふれあいサッカー』をやり、そこで楽しかったなって思ってもらって、そして俺もサッカー

やろうと思ってもらいます。非常に地道だと思いますが、そういう子を増やしていかないといけません。ただチームを作っ

て、行政にグラウンドを作ってとお願いしても作ってくれません。でも、少年サッカーがすごい人口になって、しっかりした組

織も出来て、そして何万人の署名を集めて持って行けば行政も動けるんです。やっぱりチーム組織の力。まとめられる人

がいないとダメだと思います。

 これからＪを目指そうとするチームもやっぱり地元の少年の普及にも力を貸してほしいし、そして地域の中で、地域をまと

める力にもなってほしい。そいうものがないと、上を目指しても、結局応援もつかないし、組織的な力にならないと思いま

す。だから、行き着くところは『サッカーを普及して、たくさんの人にサッカーを愛してもらうこと』なのかなと思います」

Ｑ： さて 、ゼルビアは 昨年 の地域決勝大 会で 見事優勝 を飾り、ついに ＪＦＬ昇格 を果たしました 。そして Ｊリーグ 準加

盟申請 も承認 されました 。Ｊ リーグ 昇格 までの 残りの 課題 を教えてください 。

「スタジアム改修の問題など、ある程度、前進していることもありますが、やっぱり課題は山積みです。ＪＦＬ４位以内もそう

ですし、何よりお客さんにもっともっと来て頂かないといけないし、努力もしていかなくてはいけない。やっぱり本当のプロを

目指すには、大勢の観客が集まり、観客のお金でチーム運営ができていないとダメだと思います。もちろんスポンサーを

増やす努力も当然しなくてはいけないことですけど。やっぱり自分たちが魅力的なサッカーをして、『あそこのチームならも

う一回見に行きたい』というサッカーをしないと。それにはまだまだ正直うちのサッカーでは物足りなくて、試合の内容もも

っと良くしていかなくてはいけない。

 しかし、そのためにはもっともっと良い環境を選手に与えてあげなくてはいけません。選手は仕事しながら夜に６キロ走を

やって、翌日の朝にまた練習です。そんな生活をしているので、相当負担が掛かっています。だから選手に本当にプロとし

てやっていけるような環境を整えてあげるというのも大きな課題です。

 それからお客さんがただサッカー観戦に来るだけでなく、あそこに行ったら面白いぞと思ってもらえる空間を作ること。今

も色々お祭り的なことをやっていますが、サッカー以外でもお客さんに満足して帰ってもらうことです。 

 あと大きな課題は経営面ですね。今、Ｊリーグ昇格基準の年間収入１億５千万円をクリアするのに四苦八苦しています

が、Ｊ２に上がれば５億、６億のお金がかかります。これはすごい課題で、行政もさすがにそこまではやってくれません。こ

こは本当になんとしてもやっていかなくてはいけない課題です」

Ｑ： それでは 最後 に、ＦＣ町田 ゼルビアというチームの 今後 の目標 ・ 未来のビジョンを 教えてください 。

「今後の目標はＪ１に上がることです。ただ、目標はＪ１に上がることですが、最終的には町田市、あるいはこの地域全体

の活性化や子供たちに夢を与え、そして生涯スポーツを楽しめるような環境を作っていくということが私たちのビジョンで

す。それはＪ１だろうとＪ２だろうとぶれることはありません」

  －本日はお忙しい中、インタビューにご協力頂きありがとうございました。

※８月６日に２代目理事長の重田氏がお亡くなりになられました 。取材は8月1日に行いましたので文中ではそのままにさせていただきまし
た。ご冥福をお祈りいたします。

  

[プロフィール ] 守屋 実（モリヤ ミノル）  
73年 大学卒業後相模原市役所に勤務し、サッカー少年団「小山FC」設立。指導者となる。 
その後、小山FCの中学部、町田市内の中学生選抜チームを設立。 
85年にはFC町田ジュニアユースを正式発足させ代表兼監督就任。このチームからJリーガー10数名が育
つ。  
93年 町田サッカー協会理事長に就任 
02年 FC町田ゼルビア代表兼監督就任 
03年 NPO法人アスレチック町田理事長就任 
04年 町田サッカー協会専務理事就任 現在は町田サッカー協会顧問 

現在は町田市立小山田小学校の教諭を務めつつ、町田にプロサッカーチームを中心にした地域総合型の
スポーツクラブを作る活動を続けている。 

  

[クラブプロフィール ]
FC町田ゼルビア 
所属：日本フットボールリーグ（JFL） 
URL：http://zelvia.jp/ 
チームは1989年に設立し、東京都リーグ、関東リーグを経て、2008年に日本フットボールリーグ(JFL)へ昇格。2009年
2月にはJリーグ準加盟申請が承認され、今季JFLで4位以上などJリーグ入会条件を満たせば、2010年からのJリーグ
入りが実現する。 

 

       

トップ サイトについて 広告掲載について 
 



 

 

― グラウンドがない時は公園まで行って、公園を走って帰ってくるだけの練習。だから条件がいいから出来

るというだけのものではないと思う。やはりそこに情熱や理念がないと ― 

TOKYO FOOTBALL MAGAZINE 第４回目のインタビューは、９１年に東京都リーグ４部に加盟し、その後関東リーグ昇

格、ＪＦＬ昇格を果たし、地域と共にＪリーグ入りという目標に向かって走り続けるＦＣ町田ゼルビアの守屋 実代表です。チ

ーム発足のきっかけ、地域とのつながり、今後のビジョンをお伺いしました。 
※インタビューは2009年8月1日に行いました。  

 

 

Ｑ： まずは 少年 サッカーの 街と言われた 町田市 で 、ＦＣ町田 ゼルビアというチームが 発足したきっかけを 教えてくだ

さい。

「町田市が『少年サッカーの街』と言われたのは、東京の少年サッカーがまだ組織立っていない頃に町田の先生たちが中

心になって、町田市で東京少年サッカー大会を開き、少年サッカーをリードしてきたからなんです。 

今だったら東京全体のサッカー大会があるけど、当時はまだなかったんです。そして、その中からＦＣ町田という小学生チ

ームが出来ました。

 当時、全国では静岡県の清水ＦＣという市の選抜チームが活躍していました。清水市も先生たちが中心になってチーム

を作り、地域を盛り上げてきました。私たちもそれに追いつき追い越せをテーマにＦＣ町田を作り、全国大会に出場し、準優

勝、優勝してきました。 

そして、その後ＦＣ町田の卒業生を中心にジュニアユースができ、またその卒業生を中心にユースができ、最終的に行き

着くところはトップチームと。

 私は町田サッカー協会の第３代理事長をさせて頂きましたが、前任の重田理事長がすごいグローバルな考えを持ってい

て、やっぱり『サッカーの街』というには街を代表するクラブがないといけない。トップチームを持ち、そしてその下に下部組

織を持ち、ピラミッド型のクラブチームを作ろうじゃないかと呼びかけたのです。 

そうして１９８９年にＦＣ町田のトップチームが誕生しました。ただ、当時のトップチームにはＪリーグを目指すという考えはあ

りませんでした」

Ｑ： その ＦＣ町田 トップチームが Ｊリーグを 目指 すＦＣ町田 ゼルビアとなった 経緯は？

「町田市が『少年サッカーの街』として発展してきた一方で、町田市というところはベッドタウンで市の郷土意識は少なく、

自分たちの街という意識は低かった。さらに町田市では今までに３６人のＪリーガーを生み出してきたが、清水エスパルス

や浦和レッズのように受け皿となるチームがなかった。そしてもうひとつ、９１年に横浜フリューゲルスが町田市をホームタ

ウンにしたいという話しが持ち上がり、私も関与して必死でやりましたが、当時はＪリーグもバブルの時期でとても行政では

支えられなくて断念しました。 

その時に『Ｊリーグを誘致する会』というのが町田にでき、その後もＪリーグチームを町田で実現させようと、私もＦＣ東京の

前身東京ガスへ行ったり、川崎フロンターレの前身の富士通の最高幹部に会い、『町田でやりませんか？』とお誘いする

など、様々な流れを模索しました。しかし、中々実現はしませんでした。

 やっぱりこれは町田市が自前でＪリーグチームを作っていかなくてはいけない。町田にはサッカーの歴史があるし、町田

市を代表するチームを作り、もっともっと郷土意識を高めていかなくてはいけないということになりました。そしてそのチーム

はどこでやるんだという話しになり、ＦＣ町田トップチームが選ばれ、町田サッカー協会支援の下に『ＦＣ町田ゼルビア』とし

てやっていくことになりました。それがＦＣ町田ゼルビアが誕生し、Ｊリーグを目指す発端です」

Ｑ：９１年 に東京都 リーグに 加盟 し、９８年 に１部 に昇格 しました 。当時２部、３部 リーグを 戦っている 時はどんなチー

ムでしたか ？

「当初は町田市社会人の選抜チームのような形で戦っていましたが、途中からはうちのＦＣ町田ユース出身者で固めまし

た。当時の東京都リーグは企業チームばかりで、私たちのようなクラブチームは少なく、２部では多少足踏みしましたが、

チームの技術は高いし、割とすんなりと１部まで上がれました。 

ただ、サッカー協会がチームを作り、私も協会の理事長として表面上のサポートはしていましたが、現実は選手任せでし

た。具体的なサポートはあまりしてやれず、１部に上がれたのは本当に選手の力です」

Ｑ：０２年 には 理事長 の守屋 さん自身 が監督 に就任 されましたが 、どういった 経緯で 就任 されたのですか ？

「０１年に１部から２部に降格しかけたんです。それまで選手任せで選手の好きなようにやらしていたので、選手の体力が

徐々に落ちてくると当然チームもジリ貧になります。降格を覚悟していましたが、たまたま最終戦で降格を争っていたチー

ムが引き分けたことによって勝ち点１差で残留ができました。

 ただ、残留は出来たものの来年は間違いなく降格するぞということで、本当にやるのかやらないのかということを協会で

何度も話し合いました。監督も今まで何人かお願いしたことはありましたが、選手主導でやっているチームなので途中でや

めてしまい、その時はやる人もいなかったんです。なかなかいい案が浮かばず、そうかといってチームを潰すわけにもいか

ず、最終的には私が協会で理事長はしていましたが、どこかのチームを見ているというのがなかったので引き受けました」

Ｑ：小 学校の教員をされている 守屋 さんが 監督 に就任 された 時、社 会人の選手 たちにどんなことを 伝えましたか ？

「まず、目標、理念をしっかり持つこと。いかに自分たちのチームを愛し、目標の為に全力を出せるか。そして、やるからに

は全国を目指そうと言いました。そしてもうひとつ、小さなことを大切にしようと言いました。時間を守るとかそういったことは

小学校の教室でも、社会人のグラウンドでも同じです。

 ただ、実際に私が引き受けた時はひどい状態でした。０２年は日本でＷカップが開催されていて、Ｗカップの試合がある

時はほとんど練習に人は集まりませんでした。練習に行ってもコーチと私の二人の時もありました。今、トップチームのコー

チをしている丸山がその時は中心でやっていましたが、彼は絶対にさぼらないので、彼と２人とか３人とかで、選手が来る

のを待っていることがよくありましたね。ただ、その年は降格の危機は脱して７位の成績でした」

Ｑ：０４年 それまで １部 リーグで 中位 だったチームが ３位 に躍進 し、翌年 にはリーグ 優勝 しました 。チームが 一気に

躍進 したきっかけを 教えてください 。

「ゼルビアというチームは町田サッカー協会が作り、チームを強化していました。私も協会の理事長をしながらゼルビアの

監督をしていました。ただ、町田サッカー協会自体は自分たちがサッカーをしたくて集まっている組織です。そういった組織

が今後プロを目指しているチームの受け皿として応援していくのは難しく、限界があると感じました。それはやっぱり、皆さ

んから集めた協会のお金の一部をゼルビアに回さなくてはいけないわけだから。資金を流したり指導者を雇用したりすると

いうことは任意団体であり、且つ目的が違う協会では出来ません。

 そこで０３年に組織的な受け皿としてＮＰＯ法人を作り、そこにトップチームだけを移管し強化しようと『ＮＰＯ法人 アスレ

チッククラブ町田』を設立しました。それがチームが変わった大きなきっかけです。そして０４年、竹中というプロでやってい

た人間にプロのノウハウをしっかりとチームに植え付けてもらう為に、初めてＮＰＯ法人の職員として採用しました」

Ｑ：竹中 さんがチームに 加入 したきっかけは ？

「町田では町田出身のプロ選手を集めて試合をするサッカーフェスティバルというのをずっとやっています。彼も町田出身

で海外でプロとしてやり、日本に戻ってきてからは横浜ＦＣでやっていてたので、フェスティバルにはずっと呼んでいまし

た。だから彼の人柄や経歴はその時から知っていました。私も彼と話しをする時は一人の教員として接するので、この人

間は苦境に強いし、そして熱いというのがわかっていました。そして今のうちのチームにピッタリということで、彼が横浜ＦＣ

を解雇された情報を聞いた時に真っ先に声をかけました。

 ただ、練習場はデコボコだし、狭いし、暗い。選手のレベルも上を目指すには貧弱。そういった状況を見て彼もなかなか

首を縦には振ってくれませんでした。それでも、『とにかくお前しかいないから』と頼んで、ようやく彼も決断してくれました。

彼は決してエリートではないし、苦労した人間。元Ｊリーガーという変なプライドもありませんでしたし、それからは目的のた

めに全力で取り組んでくれました」

Ｑ：東京都１部 リーグの 時は週に何回、何人 くらいで 練習 をしていたのですか ？

「最初は週２回の練習でしたが、竹中が来てから週４回に増やしました。その時にある程度ふるいが掛けられ、そんなにや

るなら俺はいいよって言う人間は辞めていき、それでもやるという人間だけが残りました。練習に参加していた人数は２５

人くらいです。

 ただ、ゼルビアがやってきた練習なんて再現したら大変だけど、グラウンドがない時は公園まで行って、公園を走って帰

ってくるだけの練習。だから条件がいいから出来るというだけのものではないと思います。やはりそこに情熱や理念がない

と出来ないと思います」

Ｑ： その 後、 ゼルビアは 順当に関東リーグに 昇格 し、関東２部 でも 優勝、１部 でも 圧倒的 な 強さで 優勝 しています 。

戦力面 の強化、選手補 強はどのように 行っていったのですか ？

「選手補強にお金は掛けられません。そこでＪリーグでプレーしていて、辞めて大学に戻る人間が結構いたので、彼らに的

を絞りました。元ヴァンフォーレ甲府の津田和樹や元湘南ベルマーレの杉本圭。元清水エスパルスの谷川烈も解雇されて

法政大学に行くという話しを聞き、沼津まで会いに行って口説きました。とにかくお金をかけずに実績のある人間を連れて

こようとやりました」

Ｑ： 戦力面 が充実する 一方、上 のリーグに 上がれば 上がる 程、金 銭面を充実することも 必要 になってくると 思いま

す。関東リーグ １部、２部 の年間 のチーム 予算 はいくらくらい 必要 ですか ？

「関東１部も２部もあまり変わりません。チーム強化費が約１ ,０００万、運営費が約６ ,０００万です」

Ｑ： ゼルビアではどうやってそのチーム 運営費を賄っていたのですか ？

「スポンサー、スクールそしてクラブ会員です。関東リーグの時は１,０００人くらいの方に会員になっていただいて、今は２,

６４４名までになりました。ただ、その時はなんとか乗り切りましたが、実際にはチームのスタッフが持ち出したりしていまし

た」

Ｑ： スクール 事業 はいつぐらいから 始めていたのですか ？

「スクールは東京都リーグの頃から竹中が中心で始めました。最初はもちろんゼロからのスタートで、チームが勝ち上がっ

ていくと共にスクール生も増え、関東リーグの時は２００人くらい。今では４５０人を超えるくらいになっています」

Ｑ： 関東リーグの 時からプロ 契約 を採り入れましたが 、その 理由 を教えていただけますか ？

「０７年に関東１部で優勝して、ＪＦＬ昇格をかけた全国地域リーグ決勝大会に挑戦しましたが、勝ち残れませんでした。そ

して、次の年こそ本当の勝負ということで、戸塚監督をプロとして招き、プロ選手も採り入れました」

Ｑ： それ 以外 の選手 はどのような 仕事 をしていますか ？

「うちの職員としてスクールの指導者をやってもらったり、スポンサーのところで仕事をさせてもらったりしています」

Ｑ：ＪＦＬ に昇格 した 現在、 プロ契約選手 は何名 ですか ？

「今現在のプロ選手は３名です」

Ｑ：守屋 さんは 町田市 という 街についてどのような 考え・ 印象 をお持ちですか ？

「僕は根っからの町田市民ですので、ずっと町田というのを背負ってやってきました。ただ、ほとんどは新住民でベッドタウ

ンと言われたり、西の歌舞伎町と言われたり町田にいいイメージはなかったです。だからこそスポーツを通じて街づくりをし

て、今の子供たちにとっての故郷を町田に作ろうという意識でやっています」

Ｑ： ゼルビアが 地域 や市民 の方と直接 ふれ 合う 機会を持つようになったのはいつぐらいからですか ？

「試合が終った後の『ふれあいサッカー』や地域行事への参加、小学校を回りサッカー教室を開いたりということは東京都

リーグの頃から始めていました。その後も養護学校や施設の子供たちとのスポーツ交流、校庭の芝生化に協力、アンチエ

イジングサッカー教室など様々な取り組みをしてきました。

 私の小学校では道徳の授業に竹中に社会人講師として参加してもらい、すごく好評でした。今の子供たちはなかなか夢

を描けないんです。バーチャルな世界で生きていて。そんな子供たちに自分たちの地域の夢をかなえた人が話すことは、

すごくリアリティーがあります。今、『子供たちに夢を』って言っているのは、身近なところから夢を感じてほしいからなんで

す」

Ｑ： サッカーチームと 地域 のつながりについてはどのようにお 考えですか ？

「小学校を回ったり地域行事への参加など、選手たちが労を惜しまずにやってくれることは地域貢献にもなるし、地域の方

が自分たちを応援してくれるという大きなメリットにもなります。僕はそういったことがこのチームの大きな特徴だと思いま

す。チームが単に強くなればいいとは思いません。

 僕は正直Ｊリーグが発足した頃はちょっと違うんじゃないかと感じていました。あの頃のＪリーグのクラブは黙ってても人

気があって、本当にスターで近寄り難い存在でした。私もサッカーフェスティバルをやったことで、始末書を書いたこともあ

りました。 

  本当はもっともっと地域に密着し、地域の誇りとなって財産にならないといけないはずです。地域の人たちがこのチーム

は俺たちのチームなんだってことを本当に思わないと、バブルで終ってしまいます。だから自分たちも地域の人たちに『ゼ

ルビアがあってよかったな』って思ってもらえるチームにしていかないとダメなんです。強ければパッと人気が出るかもしれ

ないけど、やっぱり弱くなれば応援してもらえないわけだし。

 浦和レッズがＪ２に降格しても、ずっと応援してもらえたのはやっぱり『俺たちのチームなんだ』っていう強い気持ちがあっ

たからだと思います。だからゼルビアもこれからもっともっと地域の方とつながりを持ち、地域貢献をして、このチームがあ

ることがこの地域の宝、財産になると思ってもらえるようにやっていきたいと思います」

Ｑ：地域貢 献で 市民 の方が応援してくれるようになったことで 、行政 も動き 出したと 思います 。町田市 は具体的 にど

のようなことをしてくれていますか ？

「行政には東京都リーグや関東リーグの頃から本当に何度も足を運びましたが、具体的な応援はなかなかしてもらえませ

んでした。たぶん今地域でやっている東京のチームの方も、簡単には行政は動いてくれないと思います。それはやっぱり

地域にたくさんチームがある中で、一つのチームだけを応援したり、税金を使うということは相当難しいからです。

 ただ、チームが上のリーグに上がっていき、地域貢献活動などをすることによって、まずメディアに取り上げられます。そ

ういうことで、自然に行政にも活動内容が入っていくし、少しずつ信頼が出てきて、見る目が変わってきます。だからメディ

アとの上手な関係を作っていかなくてはいけないし、メディアの方にも育ててもらわなくてはいけないと思います。ゼルビア

の場合は東京都リーグの頃から応援して取り上げてくれるタウン誌もありましたし、Ｊ：ＣＯＭも東京都リーグの頃から応援

してもらって、今ではゼルビアの番組もあり、且つオンデマンドでいつでもゼルビアのホームゲームが見れます。やっぱり、

私たちの頑張りを上手にメディアが伝えてくださって、それをまた行政が街づくりのイメージアップに利用する。その辺のつ

ながりは大きいです。自分たちだけでやっていくのは難しいと思います。

 具体的な支援は東京都リーグから関東リーグに上がって、初めて町田市立陸上競技場を使えるようになりましたし、更

にＪＦＬに上がったことでホームゲームのほとんどを町田市立陸上競技場で出来るようになりました。また、Ｊリーグ準加盟

申請のことでスタジアム改修工事に行政で１０億円以上かけて取り組んでもらえることも決まり、町田駅に横断幕を掲げて

いただいたりと、随分と応援していただけるようになりました。町田市のほうでも都市ブランド作りの一つとして、ゼルビアを

使っていこうという流れが出てきたんですね」

Ｑ：新 しいスタジアムが 完成 することによって 、町田市 に与える 経済効 果はどのくらいあるとお 考えですか ？

「町田市は商業都市でやっていますので、スタジアムにたくさんの人が足を運んでくれれば、それだけ地元に経済効果をも

たらしますし、今は、商店連合会と提携して『すき・まちポイントカード』というのを作って、町田を盛り上げていこうとやって

います。それ以外にも地元の商店に町田市立陸上競技場でお店をだして頂いたり、酒販組合とタイアップしたりと様々な取

り組みをしています。

 しかし、最終的には駅近スタジアムを考えています。それは市のビジョンの中にもあります。やっぱり、町田駅の近くにサ

ッカー専用スタジアムで、且つ複合型のスポーツ施設を作り、その中に色々なお店が入り、商業の街のシンボルという形

でたくさんのお客さんに来てもらう。それが最終的な目標です。

 私が前任の重田理事長に教えられたのはスポーツは文化ということです。文化を伝えるには本質的な楽しさを次の世代

に伝え、長いスパンで考えるということです。私たちはサッカーを中心にそれ以外のスポーツも年齢問わず楽しめるような

総合スポーツクラブにしたい。

 今はアンチエイジングサッカー教室などをやっていますが、それをもっと色々なスポーツに広げ、最終的には町田のスポ

ーツの輪というものをゼルビア中心に作っていきたいと考えています。ゼルビアが先頭を切りながら、そのことで街の環境

整備が進み、そこでサッカーだけでなく様々なスポーツが楽しめる。野球やソフトボール、テニスなども楽しみというのはみ

んな同じですから。それが、街づくりということでもあり社会貢献でもあり、経済効果にもなると考えています」

Ｑ：少 し東京都社 会人リーグについてお 伺いしたいのですが 。もっとこうすればリーグが 活性化 されるというような

考えはお 持ちですか ？

「まずは環境面の整備ですね。昨日、東京都サッカー協会に行って話しをしてきましたが、高校とかでサッカーをやってい

たのに、社会人になったらやらなくる人が増えているということでした。チーム登録をしないで、自分たちの好きな時に集ま

って、好きでやるというのが増えているそうです。３部や４部とかを見ていると、運営を自分たちでやっていて、苦労をたくさ

んしています。

 １部になればだいぶ良くなりますが、下のリーグはなかなか草サッカーから抜け出せない。グラウンドさえあれば年間ス

ケジュールをきっちり立てられ、運営も楽になると思うんです。今は運営する人だけに色々なことが任されていて、選手は

たくさんいても運営面の面倒を見る人がいなければリーグに参加するのは難しいんです。

 もっと運営を上手にできるような受け入れ態勢を作ってあげて、気軽にという訳ではありませんがもっと参加しやすいよう

な環境整備をしていかないと、活性化は難しいし、チームがどんどん減っていくと思います。もう少し環境整備をして社会人

が楽しめる環境を作らなくてはいけません」

Ｑ：具体的 な 行動 は何からやればいいですか ？

「そこはひとつのチームの動きでは難しくて、やっぱり地域の力で取り組むことです。地域のサッカーが組織化されること。

町田市のサッカー協会がまとまっているのは、すべてのカテゴリーが一つのサッカー協会に入っているからです。地域によ

っては少年は少年。社会人は社会人とまとまりがないところもあります。だから地域がサッカーを愛好し、組織化し、その組

織の力で行政に訴えかけていかなくてはいけません。

 そしてもう一つは底辺を拡大すること。やっぱり、小学生があるから社会人があるんです。普及活動をしっかりやれば、

将来はその子たちがトップチームに来るだろうし、応援にも来てくれます。絶対に底辺を忘れてはいけません。

 ゼルビアは底辺拡大の為に常に『ふれあいサッカー』をやり、そこで楽しかったなって思ってもらって、そして俺もサッカー

やろうと思ってもらいます。非常に地道だと思いますが、そういう子を増やしていかないといけません。ただチームを作っ

て、行政にグラウンドを作ってとお願いしても作ってくれません。でも、少年サッカーがすごい人口になって、しっかりした組

織も出来て、そして何万人の署名を集めて持って行けば行政も動けるんです。やっぱりチーム組織の力。まとめられる人

がいないとダメだと思います。

 これからＪを目指そうとするチームもやっぱり地元の少年の普及にも力を貸してほしいし、そして地域の中で、地域をまと

める力にもなってほしい。そいうものがないと、上を目指しても、結局応援もつかないし、組織的な力にならないと思いま

す。だから、行き着くところは『サッカーを普及して、たくさんの人にサッカーを愛してもらうこと』なのかなと思います」

Ｑ： さて 、ゼルビアは 昨年 の地域決勝大 会で 見事優勝 を飾り、ついに ＪＦＬ昇格 を果たしました 。そして Ｊリーグ 準加

盟申請 も承認 されました 。Ｊ リーグ 昇格 までの 残りの 課題 を教えてください 。

「スタジアム改修の問題など、ある程度、前進していることもありますが、やっぱり課題は山積みです。ＪＦＬ４位以内もそう

ですし、何よりお客さんにもっともっと来て頂かないといけないし、努力もしていかなくてはいけない。やっぱり本当のプロを

目指すには、大勢の観客が集まり、観客のお金でチーム運営ができていないとダメだと思います。もちろんスポンサーを

増やす努力も当然しなくてはいけないことですけど。やっぱり自分たちが魅力的なサッカーをして、『あそこのチームならも

う一回見に行きたい』というサッカーをしないと。それにはまだまだ正直うちのサッカーでは物足りなくて、試合の内容もも

っと良くしていかなくてはいけない。

 しかし、そのためにはもっともっと良い環境を選手に与えてあげなくてはいけません。選手は仕事しながら夜に６キロ走を

やって、翌日の朝にまた練習です。そんな生活をしているので、相当負担が掛かっています。だから選手に本当にプロとし

てやっていけるような環境を整えてあげるというのも大きな課題です。

 それからお客さんがただサッカー観戦に来るだけでなく、あそこに行ったら面白いぞと思ってもらえる空間を作ること。今

も色々お祭り的なことをやっていますが、サッカー以外でもお客さんに満足して帰ってもらうことです。 

 あと大きな課題は経営面ですね。今、Ｊリーグ昇格基準の年間収入１億５千万円をクリアするのに四苦八苦しています

が、Ｊ２に上がれば５億、６億のお金がかかります。これはすごい課題で、行政もさすがにそこまではやってくれません。こ

こは本当になんとしてもやっていかなくてはいけない課題です」

Ｑ： それでは 最後 に、ＦＣ町田 ゼルビアというチームの 今後 の目標 ・ 未来のビジョンを 教えてください 。

「今後の目標はＪ１に上がることです。ただ、目標はＪ１に上がることですが、最終的には町田市、あるいはこの地域全体

の活性化や子供たちに夢を与え、そして生涯スポーツを楽しめるような環境を作っていくということが私たちのビジョンで

す。それはＪ１だろうとＪ２だろうとぶれることはありません」

  －本日はお忙しい中、インタビューにご協力頂きありがとうございました。

※８月６日に２代目理事長の重田氏がお亡くなりになられました 。取材は8月1日に行いましたので文中ではそのままにさせていただきまし
た。ご冥福をお祈りいたします。

  

[プロフィール ] 守屋 実（モリヤ ミノル）  
73年 大学卒業後相模原市役所に勤務し、サッカー少年団「小山FC」設立。指導者となる。 
その後、小山FCの中学部、町田市内の中学生選抜チームを設立。 
85年にはFC町田ジュニアユースを正式発足させ代表兼監督就任。このチームからJリーガー10数名が育
つ。  
93年 町田サッカー協会理事長に就任 
02年 FC町田ゼルビア代表兼監督就任 
03年 NPO法人アスレチック町田理事長就任 
04年 町田サッカー協会専務理事就任 現在は町田サッカー協会顧問 

現在は町田市立小山田小学校の教諭を務めつつ、町田にプロサッカーチームを中心にした地域総合型の
スポーツクラブを作る活動を続けている。 

  

[クラブプロフィール ]
FC町田ゼルビア 
所属：日本フットボールリーグ（JFL） 
URL：http://zelvia.jp/ 
チームは1989年に設立し、東京都リーグ、関東リーグを経て、2008年に日本フットボールリーグ(JFL)へ昇格。2009年
2月にはJリーグ準加盟申請が承認され、今季JFLで4位以上などJリーグ入会条件を満たせば、2010年からのJリーグ
入りが実現する。 

 

       

トップ サイトについて 広告掲載について 
 



 

 

― グラウンドがない時は公園まで行って、公園を走って帰ってくるだけの練習。だから条件がいいから出来

るというだけのものではないと思う。やはりそこに情熱や理念がないと ― 

TOKYO FOOTBALL MAGAZINE 第４回目のインタビューは、９１年に東京都リーグ４部に加盟し、その後関東リーグ昇

格、ＪＦＬ昇格を果たし、地域と共にＪリーグ入りという目標に向かって走り続けるＦＣ町田ゼルビアの守屋 実代表です。チ

ーム発足のきっかけ、地域とのつながり、今後のビジョンをお伺いしました。 
※インタビューは2009年8月1日に行いました。  

 

 

Ｑ： まずは 少年 サッカーの 街と言われた 町田市 で 、ＦＣ町田 ゼルビアというチームが 発足したきっかけを 教えてくだ

さい。

「町田市が『少年サッカーの街』と言われたのは、東京の少年サッカーがまだ組織立っていない頃に町田の先生たちが中

心になって、町田市で東京少年サッカー大会を開き、少年サッカーをリードしてきたからなんです。 

今だったら東京全体のサッカー大会があるけど、当時はまだなかったんです。そして、その中からＦＣ町田という小学生チ

ームが出来ました。

 当時、全国では静岡県の清水ＦＣという市の選抜チームが活躍していました。清水市も先生たちが中心になってチーム

を作り、地域を盛り上げてきました。私たちもそれに追いつき追い越せをテーマにＦＣ町田を作り、全国大会に出場し、準優

勝、優勝してきました。 

そして、その後ＦＣ町田の卒業生を中心にジュニアユースができ、またその卒業生を中心にユースができ、最終的に行き

着くところはトップチームと。

 私は町田サッカー協会の第３代理事長をさせて頂きましたが、前任の重田理事長がすごいグローバルな考えを持ってい

て、やっぱり『サッカーの街』というには街を代表するクラブがないといけない。トップチームを持ち、そしてその下に下部組

織を持ち、ピラミッド型のクラブチームを作ろうじゃないかと呼びかけたのです。 

そうして１９８９年にＦＣ町田のトップチームが誕生しました。ただ、当時のトップチームにはＪリーグを目指すという考えはあ

りませんでした」

Ｑ： その ＦＣ町田 トップチームが Ｊリーグを 目指 すＦＣ町田 ゼルビアとなった 経緯は？

「町田市が『少年サッカーの街』として発展してきた一方で、町田市というところはベッドタウンで市の郷土意識は少なく、

自分たちの街という意識は低かった。さらに町田市では今までに３６人のＪリーガーを生み出してきたが、清水エスパルス

や浦和レッズのように受け皿となるチームがなかった。そしてもうひとつ、９１年に横浜フリューゲルスが町田市をホームタ

ウンにしたいという話しが持ち上がり、私も関与して必死でやりましたが、当時はＪリーグもバブルの時期でとても行政では

支えられなくて断念しました。 

その時に『Ｊリーグを誘致する会』というのが町田にでき、その後もＪリーグチームを町田で実現させようと、私もＦＣ東京の

前身東京ガスへ行ったり、川崎フロンターレの前身の富士通の最高幹部に会い、『町田でやりませんか？』とお誘いする

など、様々な流れを模索しました。しかし、中々実現はしませんでした。

 やっぱりこれは町田市が自前でＪリーグチームを作っていかなくてはいけない。町田にはサッカーの歴史があるし、町田

市を代表するチームを作り、もっともっと郷土意識を高めていかなくてはいけないということになりました。そしてそのチーム

はどこでやるんだという話しになり、ＦＣ町田トップチームが選ばれ、町田サッカー協会支援の下に『ＦＣ町田ゼルビア』とし

てやっていくことになりました。それがＦＣ町田ゼルビアが誕生し、Ｊリーグを目指す発端です」

Ｑ：９１年 に東京都 リーグに 加盟 し、９８年 に１部 に昇格 しました 。当時２部、３部 リーグを 戦っている 時はどんなチー

ムでしたか ？

「当初は町田市社会人の選抜チームのような形で戦っていましたが、途中からはうちのＦＣ町田ユース出身者で固めまし

た。当時の東京都リーグは企業チームばかりで、私たちのようなクラブチームは少なく、２部では多少足踏みしましたが、

チームの技術は高いし、割とすんなりと１部まで上がれました。 

ただ、サッカー協会がチームを作り、私も協会の理事長として表面上のサポートはしていましたが、現実は選手任せでし

た。具体的なサポートはあまりしてやれず、１部に上がれたのは本当に選手の力です」

Ｑ：０２年 には 理事長 の守屋 さん自身 が監督 に就任 されましたが 、どういった 経緯で 就任 されたのですか ？

「０１年に１部から２部に降格しかけたんです。それまで選手任せで選手の好きなようにやらしていたので、選手の体力が

徐々に落ちてくると当然チームもジリ貧になります。降格を覚悟していましたが、たまたま最終戦で降格を争っていたチー

ムが引き分けたことによって勝ち点１差で残留ができました。

 ただ、残留は出来たものの来年は間違いなく降格するぞということで、本当にやるのかやらないのかということを協会で

何度も話し合いました。監督も今まで何人かお願いしたことはありましたが、選手主導でやっているチームなので途中でや

めてしまい、その時はやる人もいなかったんです。なかなかいい案が浮かばず、そうかといってチームを潰すわけにもいか

ず、最終的には私が協会で理事長はしていましたが、どこかのチームを見ているというのがなかったので引き受けました」

Ｑ：小 学校の教員をされている 守屋 さんが 監督 に就任 された 時、社 会人の選手 たちにどんなことを 伝えましたか ？

「まず、目標、理念をしっかり持つこと。いかに自分たちのチームを愛し、目標の為に全力を出せるか。そして、やるからに

は全国を目指そうと言いました。そしてもうひとつ、小さなことを大切にしようと言いました。時間を守るとかそういったことは

小学校の教室でも、社会人のグラウンドでも同じです。

 ただ、実際に私が引き受けた時はひどい状態でした。０２年は日本でＷカップが開催されていて、Ｗカップの試合がある

時はほとんど練習に人は集まりませんでした。練習に行ってもコーチと私の二人の時もありました。今、トップチームのコー

チをしている丸山がその時は中心でやっていましたが、彼は絶対にさぼらないので、彼と２人とか３人とかで、選手が来る

のを待っていることがよくありましたね。ただ、その年は降格の危機は脱して７位の成績でした」

Ｑ：０４年 それまで １部 リーグで 中位 だったチームが ３位 に躍進 し、翌年 にはリーグ 優勝 しました 。チームが 一気に

躍進 したきっかけを 教えてください 。

「ゼルビアというチームは町田サッカー協会が作り、チームを強化していました。私も協会の理事長をしながらゼルビアの

監督をしていました。ただ、町田サッカー協会自体は自分たちがサッカーをしたくて集まっている組織です。そういった組織

が今後プロを目指しているチームの受け皿として応援していくのは難しく、限界があると感じました。それはやっぱり、皆さ

んから集めた協会のお金の一部をゼルビアに回さなくてはいけないわけだから。資金を流したり指導者を雇用したりすると

いうことは任意団体であり、且つ目的が違う協会では出来ません。

 そこで０３年に組織的な受け皿としてＮＰＯ法人を作り、そこにトップチームだけを移管し強化しようと『ＮＰＯ法人 アスレ

チッククラブ町田』を設立しました。それがチームが変わった大きなきっかけです。そして０４年、竹中というプロでやってい

た人間にプロのノウハウをしっかりとチームに植え付けてもらう為に、初めてＮＰＯ法人の職員として採用しました」

Ｑ：竹中 さんがチームに 加入 したきっかけは ？

「町田では町田出身のプロ選手を集めて試合をするサッカーフェスティバルというのをずっとやっています。彼も町田出身

で海外でプロとしてやり、日本に戻ってきてからは横浜ＦＣでやっていてたので、フェスティバルにはずっと呼んでいまし

た。だから彼の人柄や経歴はその時から知っていました。私も彼と話しをする時は一人の教員として接するので、この人

間は苦境に強いし、そして熱いというのがわかっていました。そして今のうちのチームにピッタリということで、彼が横浜ＦＣ

を解雇された情報を聞いた時に真っ先に声をかけました。

 ただ、練習場はデコボコだし、狭いし、暗い。選手のレベルも上を目指すには貧弱。そういった状況を見て彼もなかなか

首を縦には振ってくれませんでした。それでも、『とにかくお前しかいないから』と頼んで、ようやく彼も決断してくれました。

彼は決してエリートではないし、苦労した人間。元Ｊリーガーという変なプライドもありませんでしたし、それからは目的のた

めに全力で取り組んでくれました」

Ｑ：東京都１部 リーグの 時は週に何回、何人 くらいで 練習 をしていたのですか ？

「最初は週２回の練習でしたが、竹中が来てから週４回に増やしました。その時にある程度ふるいが掛けられ、そんなにや

るなら俺はいいよって言う人間は辞めていき、それでもやるという人間だけが残りました。練習に参加していた人数は２５

人くらいです。

 ただ、ゼルビアがやってきた練習なんて再現したら大変だけど、グラウンドがない時は公園まで行って、公園を走って帰

ってくるだけの練習。だから条件がいいから出来るというだけのものではないと思います。やはりそこに情熱や理念がない

と出来ないと思います」

Ｑ： その 後、 ゼルビアは 順当に関東リーグに 昇格 し、関東２部 でも 優勝、１部 でも 圧倒的 な 強さで 優勝 しています 。

戦力面 の強化、選手補 強はどのように 行っていったのですか ？

「選手補強にお金は掛けられません。そこでＪリーグでプレーしていて、辞めて大学に戻る人間が結構いたので、彼らに的

を絞りました。元ヴァンフォーレ甲府の津田和樹や元湘南ベルマーレの杉本圭。元清水エスパルスの谷川烈も解雇されて

法政大学に行くという話しを聞き、沼津まで会いに行って口説きました。とにかくお金をかけずに実績のある人間を連れて

こようとやりました」

Ｑ： 戦力面 が充実する 一方、上 のリーグに 上がれば 上がる 程、金 銭面を充実することも 必要 になってくると 思いま

す。関東リーグ １部、２部 の年間 のチーム 予算 はいくらくらい 必要 ですか ？

「関東１部も２部もあまり変わりません。チーム強化費が約１ ,０００万、運営費が約６ ,０００万です」

Ｑ： ゼルビアではどうやってそのチーム 運営費を賄っていたのですか ？

「スポンサー、スクールそしてクラブ会員です。関東リーグの時は１,０００人くらいの方に会員になっていただいて、今は２,

６４４名までになりました。ただ、その時はなんとか乗り切りましたが、実際にはチームのスタッフが持ち出したりしていまし

た」

Ｑ： スクール 事業 はいつぐらいから 始めていたのですか ？

「スクールは東京都リーグの頃から竹中が中心で始めました。最初はもちろんゼロからのスタートで、チームが勝ち上がっ

ていくと共にスクール生も増え、関東リーグの時は２００人くらい。今では４５０人を超えるくらいになっています」

Ｑ： 関東リーグの 時からプロ 契約 を採り入れましたが 、その 理由 を教えていただけますか ？

「０７年に関東１部で優勝して、ＪＦＬ昇格をかけた全国地域リーグ決勝大会に挑戦しましたが、勝ち残れませんでした。そ

して、次の年こそ本当の勝負ということで、戸塚監督をプロとして招き、プロ選手も採り入れました」

Ｑ： それ 以外 の選手 はどのような 仕事 をしていますか ？

「うちの職員としてスクールの指導者をやってもらったり、スポンサーのところで仕事をさせてもらったりしています」

Ｑ：ＪＦＬ に昇格 した 現在、 プロ契約選手 は何名 ですか ？

「今現在のプロ選手は３名です」

Ｑ：守屋 さんは 町田市 という 街についてどのような 考え・ 印象 をお持ちですか ？

「僕は根っからの町田市民ですので、ずっと町田というのを背負ってやってきました。ただ、ほとんどは新住民でベッドタウ

ンと言われたり、西の歌舞伎町と言われたり町田にいいイメージはなかったです。だからこそスポーツを通じて街づくりをし

て、今の子供たちにとっての故郷を町田に作ろうという意識でやっています」

Ｑ： ゼルビアが 地域 や市民 の方と直接 ふれ 合う 機会を持つようになったのはいつぐらいからですか ？

「試合が終った後の『ふれあいサッカー』や地域行事への参加、小学校を回りサッカー教室を開いたりということは東京都

リーグの頃から始めていました。その後も養護学校や施設の子供たちとのスポーツ交流、校庭の芝生化に協力、アンチエ

イジングサッカー教室など様々な取り組みをしてきました。

 私の小学校では道徳の授業に竹中に社会人講師として参加してもらい、すごく好評でした。今の子供たちはなかなか夢

を描けないんです。バーチャルな世界で生きていて。そんな子供たちに自分たちの地域の夢をかなえた人が話すことは、

すごくリアリティーがあります。今、『子供たちに夢を』って言っているのは、身近なところから夢を感じてほしいからなんで

す」

Ｑ： サッカーチームと 地域 のつながりについてはどのようにお 考えですか ？

「小学校を回ったり地域行事への参加など、選手たちが労を惜しまずにやってくれることは地域貢献にもなるし、地域の方

が自分たちを応援してくれるという大きなメリットにもなります。僕はそういったことがこのチームの大きな特徴だと思いま

す。チームが単に強くなればいいとは思いません。

 僕は正直Ｊリーグが発足した頃はちょっと違うんじゃないかと感じていました。あの頃のＪリーグのクラブは黙ってても人

気があって、本当にスターで近寄り難い存在でした。私もサッカーフェスティバルをやったことで、始末書を書いたこともあ

りました。 

  本当はもっともっと地域に密着し、地域の誇りとなって財産にならないといけないはずです。地域の人たちがこのチーム

は俺たちのチームなんだってことを本当に思わないと、バブルで終ってしまいます。だから自分たちも地域の人たちに『ゼ

ルビアがあってよかったな』って思ってもらえるチームにしていかないとダメなんです。強ければパッと人気が出るかもしれ

ないけど、やっぱり弱くなれば応援してもらえないわけだし。

 浦和レッズがＪ２に降格しても、ずっと応援してもらえたのはやっぱり『俺たちのチームなんだ』っていう強い気持ちがあっ

たからだと思います。だからゼルビアもこれからもっともっと地域の方とつながりを持ち、地域貢献をして、このチームがあ

ることがこの地域の宝、財産になると思ってもらえるようにやっていきたいと思います」

Ｑ：地域貢 献で 市民 の方が応援してくれるようになったことで 、行政 も動き 出したと 思います 。町田市 は具体的 にど

のようなことをしてくれていますか ？

「行政には東京都リーグや関東リーグの頃から本当に何度も足を運びましたが、具体的な応援はなかなかしてもらえませ

んでした。たぶん今地域でやっている東京のチームの方も、簡単には行政は動いてくれないと思います。それはやっぱり

地域にたくさんチームがある中で、一つのチームだけを応援したり、税金を使うということは相当難しいからです。

 ただ、チームが上のリーグに上がっていき、地域貢献活動などをすることによって、まずメディアに取り上げられます。そ

ういうことで、自然に行政にも活動内容が入っていくし、少しずつ信頼が出てきて、見る目が変わってきます。だからメディ

アとの上手な関係を作っていかなくてはいけないし、メディアの方にも育ててもらわなくてはいけないと思います。ゼルビア

の場合は東京都リーグの頃から応援して取り上げてくれるタウン誌もありましたし、Ｊ：ＣＯＭも東京都リーグの頃から応援

してもらって、今ではゼルビアの番組もあり、且つオンデマンドでいつでもゼルビアのホームゲームが見れます。やっぱり、

私たちの頑張りを上手にメディアが伝えてくださって、それをまた行政が街づくりのイメージアップに利用する。その辺のつ

ながりは大きいです。自分たちだけでやっていくのは難しいと思います。

 具体的な支援は東京都リーグから関東リーグに上がって、初めて町田市立陸上競技場を使えるようになりましたし、更

にＪＦＬに上がったことでホームゲームのほとんどを町田市立陸上競技場で出来るようになりました。また、Ｊリーグ準加盟

申請のことでスタジアム改修工事に行政で１０億円以上かけて取り組んでもらえることも決まり、町田駅に横断幕を掲げて

いただいたりと、随分と応援していただけるようになりました。町田市のほうでも都市ブランド作りの一つとして、ゼルビアを

使っていこうという流れが出てきたんですね」

Ｑ：新 しいスタジアムが 完成 することによって 、町田市 に与える 経済効 果はどのくらいあるとお 考えですか ？

「町田市は商業都市でやっていますので、スタジアムにたくさんの人が足を運んでくれれば、それだけ地元に経済効果をも

たらしますし、今は、商店連合会と提携して『すき・まちポイントカード』というのを作って、町田を盛り上げていこうとやって

います。それ以外にも地元の商店に町田市立陸上競技場でお店をだして頂いたり、酒販組合とタイアップしたりと様々な取

り組みをしています。

 しかし、最終的には駅近スタジアムを考えています。それは市のビジョンの中にもあります。やっぱり、町田駅の近くにサ

ッカー専用スタジアムで、且つ複合型のスポーツ施設を作り、その中に色々なお店が入り、商業の街のシンボルという形

でたくさんのお客さんに来てもらう。それが最終的な目標です。

 私が前任の重田理事長に教えられたのはスポーツは文化ということです。文化を伝えるには本質的な楽しさを次の世代

に伝え、長いスパンで考えるということです。私たちはサッカーを中心にそれ以外のスポーツも年齢問わず楽しめるような

総合スポーツクラブにしたい。

 今はアンチエイジングサッカー教室などをやっていますが、それをもっと色々なスポーツに広げ、最終的には町田のスポ

ーツの輪というものをゼルビア中心に作っていきたいと考えています。ゼルビアが先頭を切りながら、そのことで街の環境

整備が進み、そこでサッカーだけでなく様々なスポーツが楽しめる。野球やソフトボール、テニスなども楽しみというのはみ

んな同じですから。それが、街づくりということでもあり社会貢献でもあり、経済効果にもなると考えています」

Ｑ：少 し東京都社 会人リーグについてお 伺いしたいのですが 。もっとこうすればリーグが 活性化 されるというような

考えはお 持ちですか ？

「まずは環境面の整備ですね。昨日、東京都サッカー協会に行って話しをしてきましたが、高校とかでサッカーをやってい

たのに、社会人になったらやらなくる人が増えているということでした。チーム登録をしないで、自分たちの好きな時に集ま

って、好きでやるというのが増えているそうです。３部や４部とかを見ていると、運営を自分たちでやっていて、苦労をたくさ

んしています。

 １部になればだいぶ良くなりますが、下のリーグはなかなか草サッカーから抜け出せない。グラウンドさえあれば年間ス

ケジュールをきっちり立てられ、運営も楽になると思うんです。今は運営する人だけに色々なことが任されていて、選手は

たくさんいても運営面の面倒を見る人がいなければリーグに参加するのは難しいんです。

 もっと運営を上手にできるような受け入れ態勢を作ってあげて、気軽にという訳ではありませんがもっと参加しやすいよう

な環境整備をしていかないと、活性化は難しいし、チームがどんどん減っていくと思います。もう少し環境整備をして社会人

が楽しめる環境を作らなくてはいけません」

Ｑ：具体的 な 行動 は何からやればいいですか ？

「そこはひとつのチームの動きでは難しくて、やっぱり地域の力で取り組むことです。地域のサッカーが組織化されること。

町田市のサッカー協会がまとまっているのは、すべてのカテゴリーが一つのサッカー協会に入っているからです。地域によ

っては少年は少年。社会人は社会人とまとまりがないところもあります。だから地域がサッカーを愛好し、組織化し、その組

織の力で行政に訴えかけていかなくてはいけません。

 そしてもう一つは底辺を拡大すること。やっぱり、小学生があるから社会人があるんです。普及活動をしっかりやれば、

将来はその子たちがトップチームに来るだろうし、応援にも来てくれます。絶対に底辺を忘れてはいけません。

 ゼルビアは底辺拡大の為に常に『ふれあいサッカー』をやり、そこで楽しかったなって思ってもらって、そして俺もサッカー

やろうと思ってもらいます。非常に地道だと思いますが、そういう子を増やしていかないといけません。ただチームを作っ

て、行政にグラウンドを作ってとお願いしても作ってくれません。でも、少年サッカーがすごい人口になって、しっかりした組

織も出来て、そして何万人の署名を集めて持って行けば行政も動けるんです。やっぱりチーム組織の力。まとめられる人

がいないとダメだと思います。

 これからＪを目指そうとするチームもやっぱり地元の少年の普及にも力を貸してほしいし、そして地域の中で、地域をまと

める力にもなってほしい。そいうものがないと、上を目指しても、結局応援もつかないし、組織的な力にならないと思いま

す。だから、行き着くところは『サッカーを普及して、たくさんの人にサッカーを愛してもらうこと』なのかなと思います」

Ｑ： さて 、ゼルビアは 昨年 の地域決勝大 会で 見事優勝 を飾り、ついに ＪＦＬ昇格 を果たしました 。そして Ｊリーグ 準加

盟申請 も承認 されました 。Ｊ リーグ 昇格 までの 残りの 課題 を教えてください 。

「スタジアム改修の問題など、ある程度、前進していることもありますが、やっぱり課題は山積みです。ＪＦＬ４位以内もそう

ですし、何よりお客さんにもっともっと来て頂かないといけないし、努力もしていかなくてはいけない。やっぱり本当のプロを

目指すには、大勢の観客が集まり、観客のお金でチーム運営ができていないとダメだと思います。もちろんスポンサーを

増やす努力も当然しなくてはいけないことですけど。やっぱり自分たちが魅力的なサッカーをして、『あそこのチームならも

う一回見に行きたい』というサッカーをしないと。それにはまだまだ正直うちのサッカーでは物足りなくて、試合の内容もも

っと良くしていかなくてはいけない。

 しかし、そのためにはもっともっと良い環境を選手に与えてあげなくてはいけません。選手は仕事しながら夜に６キロ走を

やって、翌日の朝にまた練習です。そんな生活をしているので、相当負担が掛かっています。だから選手に本当にプロとし

てやっていけるような環境を整えてあげるというのも大きな課題です。

 それからお客さんがただサッカー観戦に来るだけでなく、あそこに行ったら面白いぞと思ってもらえる空間を作ること。今

も色々お祭り的なことをやっていますが、サッカー以外でもお客さんに満足して帰ってもらうことです。 

 あと大きな課題は経営面ですね。今、Ｊリーグ昇格基準の年間収入１億５千万円をクリアするのに四苦八苦しています

が、Ｊ２に上がれば５億、６億のお金がかかります。これはすごい課題で、行政もさすがにそこまではやってくれません。こ

こは本当になんとしてもやっていかなくてはいけない課題です」

Ｑ： それでは 最後 に、ＦＣ町田 ゼルビアというチームの 今後 の目標 ・ 未来のビジョンを 教えてください 。

「今後の目標はＪ１に上がることです。ただ、目標はＪ１に上がることですが、最終的には町田市、あるいはこの地域全体

の活性化や子供たちに夢を与え、そして生涯スポーツを楽しめるような環境を作っていくということが私たちのビジョンで

す。それはＪ１だろうとＪ２だろうとぶれることはありません」

  －本日はお忙しい中、インタビューにご協力頂きありがとうございました。

※８月６日に２代目理事長の重田氏がお亡くなりになられました 。取材は8月1日に行いましたので文中ではそのままにさせていただきまし
た。ご冥福をお祈りいたします。

  

[プロフィール ] 守屋 実（モリヤ ミノル）  
73年 大学卒業後相模原市役所に勤務し、サッカー少年団「小山FC」設立。指導者となる。 
その後、小山FCの中学部、町田市内の中学生選抜チームを設立。 
85年にはFC町田ジュニアユースを正式発足させ代表兼監督就任。このチームからJリーガー10数名が育
つ。  
93年 町田サッカー協会理事長に就任 
02年 FC町田ゼルビア代表兼監督就任 
03年 NPO法人アスレチック町田理事長就任 
04年 町田サッカー協会専務理事就任 現在は町田サッカー協会顧問 

現在は町田市立小山田小学校の教諭を務めつつ、町田にプロサッカーチームを中心にした地域総合型の
スポーツクラブを作る活動を続けている。 

  

[クラブプロフィール ]
FC町田ゼルビア 
所属：日本フットボールリーグ（JFL） 
URL：http://zelvia.jp/ 
チームは1989年に設立し、東京都リーグ、関東リーグを経て、2008年に日本フットボールリーグ(JFL)へ昇格。2009年
2月にはJリーグ準加盟申請が承認され、今季JFLで4位以上などJリーグ入会条件を満たせば、2010年からのJリーグ
入りが実現する。 
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